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官民連携推進

令
和
８
年
度
第
１
回

　
　
　
　〜
第
２
回
補
正
予
算

補
正
予
算
に
係
る
議
案
を
す
べ
て

可
決
（
一
般
会
計
は
合
計
５
億
３

千
54
万
円
の
増
額
）

○市が災害救助法の適用
を受けたことから、被
災者への支援物資の供
与及び応急修理費用等
の支援を行うもの

災害被災者支援事業官民連携まちなか再生推進事業

○中心市街地を中心とした 
エリアプラットフォームの構
築や未来ビジョンの策定を
行い、人口流出対策や交
流人口の増加、地域産業
振興につなげ、地方創生
の好循環を生み出すもの

○データセンター、資源循環
施設、物流施設等の立地
が検討されている川内港
背後地において、迅速な
事業展開に呼応するため、
必要な調査等を行うもの

川内港背後地整備調査事業

○安心して子育てができる体制の整備を促進す
るために、保育園・地域子育て支援センター
に係る施設を一体的に修繕し整備するもの

保育所等整備事業

総務文教委員会
所管部署の補正

川内港背後地整備調査 産業建設委員会
所管部署の補正

災害・子育て 生活福祉委員会
所管部署の補正

500万円 898万円

5,947万3千円

6,900万円

（
第
１
回
〜
第
２
回
補
正
の
内
容
）

　①
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ
し

　
　推
進
事
業
の
補
助
内
示
に
伴

　
　う
予
算
の
計
上

　②
国
県
補
助
事
業
の
補
助
内
示

　
　等
に
伴
う
予
算
の
増
減
調
整

　③
本
年
度
中
に
着
手
す
べ
き
事

　
　業
に
係
る
予
算
の
計
上

　④
令
和
８
年
６
月
24
日
か
ら
の

　
　大
雨
災
害
に
伴
う
復
旧
等
に

　
　係
る
予
算
の
計
上

《
反
対
討
論
》

　市
民
の
暮
ら
し
や
福
祉
、
防
災

に
は
積
極
的
に
予
算
を
充
実
さ
せ

る
一
方
、
不
透
明
な
大
型
開
発
へ

の
先
行
投
資
は
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。

《
賛
成
討
論
》

　本
市
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

幅
広
く
対
応
し
た
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
生
活
の
向
上
と
地
域

の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
も
の
と

し
て
評
価
で
き
る
。

令和8年度補正予算 可決をすべて

○国の補助金が不採択となったことに伴う事
業費の大幅な縮小により、取組が不十分に
なるおそれがあることから、市民への説明
と乖離しないよう取り組まれたい。

○サーキュラーパーク九州を含む川内港
背後地において、ＡＩデータセンター、
資源循環施設、物流施設等の立地を見
据え、測量、地質、排水及び水供給の
調査を行うものであるが、ＡＩデータ
センターについて、十分な説明がなさ
れておらず、多額の費用を投じること
は認められない。

反対討論

要 望

要 望

○特にＡ Ｉ データセンターに関する情報が非常に少ないこと
から、適切な情報の共有を図りながら事業を進められたい。

川内港背後地 （全景）

薩摩川内市議会だより　No.88 2

開催日：６月１８日、１９日、２２日、２３日（４日間）

個人質問した１８名の議員が、市政全般における市の考えを問い、政策等を提案しま
した。このコーナーでは、質問した議員自らがその要点を抽出してご紹介します。
※QR コードからは、質疑の詳細を動画で確認いただけます。

総括質疑
並びに
一般質問写真：本会議場

市民目線で市政のここを問う

宮み
や
の野

　
健け

ん
い
ち一

被
災
し
た
住
民
等
の

　
　
　
　
支
援
制
度
の
課
題

中な
か
し
ま島

　
由

ゆ
み
こ美
子

若
者
た
ち
に
選
ば
れ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を

問  

災
害
救
助
法
等
が
適
用

さ
れ
る
場
合
と
適
用
さ
れ
な

い
場
合
で
は
、同
程
度
の
被

害
を
受
け
た
世
帯
で
あ
っ
て

も
、受
け
ら
れ
る
支
援
に
差

が
生
じ
る
。被
災
し
た
住
民
へ

の
支
援
が
平
等
と
な
る
よ
う

な
制
度
創
設
が
必
要
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
は

答  

薩
摩
川
内
市
災
害
り
災

者
援
護
措
置
要
綱
に
基
づ
く

災
害
見
舞
金
と
、令
和
７
年

１２
月
に
新
設
し
た
薩
摩
川
内

市
ふ
る
さ
と
納
税
災
害
見
舞

金
に
よ
り
被
災
者
へ
の
支
援

を
行
って
い
る
。こ
れ
ら
二
つ
の

災
害
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、災

害
救
助
法
等
の
適
用
に
か
か

わ
ら
ず
支
給
で
き
る
制
度
と

し
て
い
る
。

問  

災
害
救
助
法
等
が
適
用

さ
れ
な
い
場
合
の
被
災
者
支

援
は
、対
象
世
帯
数
が
少
な

問  

最
新
の
本
市
の
人
口
は

答  

令
和
８
年
６
月
１
日
現

在
、８
万
８
４
０
９
人
。

問  

転
出
入
の
年
代
別
の
状
況
は

答  

昨
年
６
月
か
ら
の
１
年

間
で
、本
市
は
全
体
で
７
５
３

人
、20
代
で
３
３
０
人
、30
代

で
88
人
の
転
出
超
過
と
な
っ

て
い
る
。

問  

本
年
度
の
市
内
就
職
者
数
は

答  

市
内
高
校
及
び
鹿
児
島

純
心
大
学
等
に
お
け
る
就
職

者
数
３
９
１
名
の
う
ち
、市

内
就
職
者
数
は
84
名（
21
・

５
％
）。前
年
度
よ
り
26
名
の

減
と
な
って
い
る
。

問  

本
市
の
高
校
生
の
市
内

就
職
者
数
は

答  

就
職
者
数
２
２
９
名
の

く
、ま
た
、市
独
自
の
災
害
対

策
費
用
は
特
別
交
付
税
で
本

市
に
還
元
さ
れ
、実
質
的
な

財
政
上
の
影
響
は
極
め
て
少

な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
当
局

の
見
解
は

答  

特
別
交
付
税
は
、災
害
な

ど
の
特
別
の
事
情
や
突
発
的

な
財
政
需
要
に
対
し
て
、個

別
事
情
を
踏
ま
え
た
算
定
が

な
さ
れ
る
が
、被
災
者
に
対
す

る
見
舞
金
や
支
援
金
な
ど
は

特
別
交
付
税
の
算
定
項
目
と

さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、算
定
項
目
と
さ
れ
て

い
な
い
本
市
特
有
の
財
政
需

要
に
つ
い
て
も
、災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、毎
年
市
長
が

国
に
対
し
特
別
交
付
税
の
要

望
を
行
って
い
る
。

①�

国
土（
地
域
）強
靭
化
の
た

め
の
防
災
D
X
の
推
進
と

防
災
拠
点
の
整
備

②�

本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
現
状

う
ち
、市
内
就
職
者
数
は
６４

名（
27・９
％
）。前
年
度
よ
り

27
名
の
減
と
な
って
い
る
。

問  

市
内
就
職
者
を
増
や
す

取
組
と
し
て
企
業
と
学
校
を

つ
な
ぎ
、市
内
企
業
等
へ
の
就

職
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
が
、目
標
は

答  

市
内
就
職
率
35
％
を
目

標
に
し
て
い
る
。

問  

中
高
生
や
若
者
た
ち
が

遊
べ
る
環
境
等
、若
者
た
ち

が
選
ぶ
本
市
に
と
思
う
が
、

考
え
は

答  

第
三
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
ス

マ
イ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
50
、産
業

人
材
確
保
・
移
住
定
住
戦
略

実
行
計
画
に
基
づ
き
、住
ま
い

や
仕
事
の
確
保
、子
育
て
環

境
・
教
育
環
境
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
、若
い
世
代
が

地
域
に
魅
力
を
感
じ
、暮
ら

し
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境

づ
く
り
も
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

○
女
性
の
転
出
防
止
　
ほ
か

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

転出入の年代別の状況

個
人
質
問

薩摩川内市議会だより　No.883

　
　
　
　

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

視
察
報
告
・
意
見
書

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人
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災
者
に
対
す

る
見
舞
金
や
支
援
金
な
ど
は

特
別
交
付
税
の
算
定
項
目
と

さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、算
定
項
目
と
さ
れ
て

い
な
い
本
市
特
有
の
財
政
需

要
に
つ
い
て
も
、災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、毎
年
市
長
が

国
に
対
し
特
別
交
付
税
の
要

望
を
行
って
い
る
。

①�
国
土（
地
域
）強
靭
化
の
た

め
の
防
災
D
X
の
推
進
と

防
災
拠
点
の
整
備

②�

本
市
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
現
状

う
ち
、市
内
就
職
者
数
は
６４

名（
27・９
％
）。前
年
度
よ
り

27
名
の
減
と
な
って
い
る
。

問  

市
内
就
職
者
を
増
や
す

取
組
と
し
て
企
業
と
学
校
を

つ
な
ぎ
、市
内
企
業
等
へ
の
就

職
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
る
が
、目
標
は

答  

市
内
就
職
率
35
％
を
目

標
に
し
て
い
る
。

問  

中
高
生
や
若
者
た
ち
が

遊
べ
る
環
境
等
、若
者
た
ち

が
選
ぶ
本
市
に
と
思
う
が
、

考
え
は

答  

第
三
次
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
ス

マ
イ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
50
、産
業

人
材
確
保
・
移
住
定
住
戦
略

実
行
計
画
に
基
づ
き
、住
ま
い

や
仕
事
の
確
保
、子
育
て
環

境
・
教
育
環
境
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
お
り
、若
い
世
代
が

地
域
に
魅
力
を
感
じ
、暮
ら

し
続
け
た
い
と
思
え
る
環
境

づ
く
り
も
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

○
女
性
の
転
出
防
止
　
ほ
か

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

転出入の年代別の状況

個
人
質
問
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補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

視
察
報
告
・
意
見
書

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人



問   

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
の
過
去
３
年
間
の
実
績
は

答  

出
店
数
は
65
店
舗
、出

店
相
談
件
数
は
43
件
。

問  

補
助
制
度
に
つ
い
て

の
評
価
、制
度
見
直
し
及
び

K
P
I
設
定・公
表
等
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

答  

空
き
店
舗
の
活
用
や
来

街
機
会
の
創
出
に一定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、制
度
見
直
し
等
に
つ
い

て
は
、市
民
や
事
業
者
の
皆

様
と一体
と
な
っ
て
将
来
像
を

検
討
し
て
い
く
中
で
、今
後
、

整
理
し
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
と
交
通

機
関

問  

K
P
I
の
設
定
は

答  

計
画
は
未
策
定
で
、今

後
計
画
を
策
定
す
る
場
合
は

K
P
I
設
定
を
検
討
す
る
。

問  

重
点
エ
リ
ア
を
可
視
化

し
、市
民
や
事
業
者
と
共
有

す
る
考
え
は

答  

中
心
市
街
地
の
将
来
像

と
併
せ
て
検
討
す
る
。

問  

く
る
く
る
バ
ス
の
利
用

問  

特
定
都
市
河
川
に
指
定

後
の
河
川
の
整
備
状
況
は

答  

令
和
６
年
11
月
１
日
に

指
定
さ
れ
、国・県・市
等
か
ら

な
る
第
１
回
隈
之
城
川
流
域

水
害
対
策
協
議
会
を
令
和
７

年
６
月
に
、本
年
２
月
に
は
検

討
部
会
を
開
催
し
た
。今
後

も
検
討
部
会
を
開
催
し
、計

画
期
間
や
浸
水
被
害
対
策
の

基
本
方
針
を
協
議
会
に
諮
り

な
が
ら
、流
域
水
害
対
策
計

画
の
策
定
に
向
け
、検
討
し
て

い
く
。

問  

地
域
住
民
へ
の
周
知・説

明
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答  

検
討
部
会
に
は
隈
之
城

地
区
及
び
永
利
地
区
の
各
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
が
委

員
と
し
て
参
画
い
た
だ
き
、地

域
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
を

進
め
て
い
る
。そ
の
状
況
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、地
域

へ
の
説
明
や
広
報
等
に
努
め

た
い
。

地
元
企
業
に
配
慮
し
た
指
名

競
争
入
札
の
運
用
を

実
態
に
即
し
た
見
直
し
は

答  

利
用
者
も一定
数
い
る
こ

と
か
ら
、当
面
は
現
状
維
持

と
し
た
い
。

問  

公
共
交
通
の
D
X
導
入
は

答  

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等

導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

問  

施
設
面
積
の
現
状
は

答  

令
和
７
年
３
月
時
点
で
、

約
53
万
㎡
か
ら
約
51
万
㎡
へ
減

少
し
た
。

問  

削
減
目
標
①
延
床
面
積

②
維
持
管
理
経
費
の
進
捗
は

答  

①
削
減
目
標
約
6.6
万
㎡

に
対
し
達
成
率
は
約
２
割
。

②
削
減
で
き
て
お
ら
ず
、面
積

ベ
ー
ス
の
目
標
へ
見
直
す
。

問  

進
捗
の
公
表
は

答  

進
捗
状
況
は
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
管
理
し
て
お

り
、公
表
に
つ
い
て
は
内
容
を

検
討
の
上
、市
民
等
へ
分
か
り

や
す
く
公
表
し
て
い
く
。

問  

業
者
の
選
定
は
ど
の
よ

う
な
基
準
で
指
名
す
る
の
か
。

答  

契
約
規
則
等
に
基
づ
き
、

透
明
性・公
平
性・競
争
性
が

し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
選
定
し
て
い
る
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

維
持
管
理

問  

管
理
管
轄
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。

答  

国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所

の
鹿
児
島
維
持
出
張
所
で
あ

る
。

問  

道
路
法
面
の
定
期
的
な

伐
採
に
つ
い
て
国
へ
要
望
で

き
な
い
か
。

答  

人
家
に
近
接
し
て
い
る

箇
所
な
ど
、情
報
が
あ
れ
ば
、

市
で
も
現
場
確
認
を
行
い
、国

に
対
し
て
要
望
し
た
い
。

○
自
治
会
未
加
入
者
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

松ま
つ
の野

　
信し

ん
さ
く作

隈
之
城
川

　
　
特
定
都
市
河
川
の
現
状

小こ
ば
や
し林

　
健た

け
し

中
心
市
街
地
活
性
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
効
果
検
証

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
と
は
？

　「居
心
地
が
良
く
、
歩
き
た
く

な
る
ま
ち
な
か
」を
つ
く
る
取
組
。

そ
の
他
の
質
問
通
告

問  

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
制
度
の
検
証
の
た
め
、量

的
調
査
と
質
的
調
査
を
組
み

合
わ
せ
て
、地
域
住
民
の
声
を

把
握
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答  

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
量

的
調
査
に
加
え
、地
元
住
民

へ
の
聞
き
取
り
や
意
見
交
換

な
ど
の
質
的
調
査
に
よ
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。子
育
て
世

代
、働
く
世
代
、自
治
会
未

加
入
者
、事
業
者
等
、幅
広
い

声
を
的
確
に
捉
え
る
手
法
の

検
討
を
含
め
、地
区
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
た
い
。

市
役
所
改
革
に
つ
い
て
問
う

問  

高
齢・障
害
福
祉
課
が

移
転
し
た
先
の
ス
ロ
ー
プ
の

傾
斜
が
き
つ
い
と
い
う
声
を

把
握
し
て
い
る
か
。ま
た
、レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
前
に
利
用
者

の
動
線
の
確
認
を
行
っ
た
か
。

答  

ス
ロ
ー
プ
の
傾
斜
が
き
つ

い
と
い
う
声
は
認
識
し
て
い

る
。今
後
更
な
る
検
証
や
必

要
に
応
じ
た
来
庁
者
への
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、

必
要
な
改
善
を
図
り
た
い
。

経
済
成
長
戦
略
に
つ
い
て
問
う

問  

経
済
成
長
戦
略
の
成
果

を
い
か
に
市
民
が
実
感
で
き

る
も
の
に
し
て
い
く
か
。

答  

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘

致
な
ど
を
進
め
て
い
る
川
内

港
臨
海
ゾ
ー
ン
の
整
備・開
発

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
構
想
の

実
現
は
総
合
計
画
の
重
点
戦

略
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
て
い

る
。経
済
成
長
戦
略
の
実
現
に

よ
り
、雇
用
創
出
に
よ
る
市
民

所
得
増
加
に
加
え
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、生
活
利
便
性
の

向
上
、市
民
や
市
内
事
業
者

等
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

①�

市
営
住
宅
に
お
け
る
共
益

費
徴
収

②
人
材
育
成

そ
の
他
の
質
問
通
告

坂さ
か
ぐ
ち口

　
健け

ん
た太

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
に
つ
い
て
問
う
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問  

近
年
の
婚
姻
件
数・出

生
数・合
計
特
殊
出
生
率
の

推
移
と
婚
姻
件
数
の
減
少
傾

向
の
要
因
は

答  婚
姻
件
数
の
減
少
は
、ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化・経
済
的

基
盤
の
不
安
定・出
会
い
の
場

の
不
足
が
要
因
と
分
析
し
て

い
る
。

問  

少
子
化
対
策
事
業
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
や
、結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
の
令
和
７
年

度
の
実
績
は

答  

３
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
９
組

の
カ
ッ
プ
ル
成
立
も
成
婚
は

未
把
握
、補
助
金
は
38
世
帯

７
５
６
万
３
千
円
と
なって
い
る
。

問  

令
和
11
年
度
の
目
標
値

の
達
成
見
込
み
は

答  

出
会
い
か
ら
子
育
て
ま

で
切
れ
目
な
く
支
援
し
、経

済
的
不
安
の
解
消
や
仕
事
と

問  

２
０
４
０
年
頃
を
見
据

え
た
場
合
、本
市
は
ど
の
よ
う

な
産
業
構
造
を
目
指
し
て
い

る
の
か
。

答  

第
３
次
薩
摩
川
内
市
総

合
計
画
で
は
、「
活
力
と
賑
わ

い
を
生
み
出
す
ま
ち
」を
目

指
し
、農
林
水
産
業
の
生
産

基
盤
強
化
、地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
企
業
振
興
や
産
業

創
出
、観
光
に
よ
る
交
流
人

口
拡
大
に
取
り
組
み
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

や
資
源
循
環
、先
端
技
術
、次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入

れ
た
産
業
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、産
業
立
地
と
産
業

集
積
に
よ
り
、持
続
的
な
地

域
発
展
に
つ
な
が
る
産
業
構

造
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
子
ど
も
会
育
成
会
の

現
状
と
今
後
の
在
り
方

問  

現
在
の
加
入
状
況
や
活

動
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

答  

全
国
子
ど
も
会
連
合
会

問  

鹿
児
島
県
の
児
童
虐
待

件
数
は
、14
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。本
市
の
過
去
５

年
間
の
児
童
虐
待
相
談・通

報
件
数
及
び
令
和
７
年
度
の

年
代
別
・
性
別
の
割
合
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答  令
和
７
年
度
に
お
け
る
年
代

別
の
割
合
は
10
歳
未
満
が
56

件
、10
歳
か
ら
18
歳
が
47
件

で
、性
別
は
男
児
40
件
、女
児

63
件
と
な
って
い
る
。

問  

今
後
の
児
童
虐
待
防
止

に
係
る
市
の
方
針
は

答  

要
保
護
児
童
の
み
で
は

な
く
、家
庭
に
介
在
す
る
課
題

に
対
し
、関
係
機
関
と
連
携
し

た
多
様
な
支
援
に
取
り
組
み
、

課
題
が
解
決
し
た
場
合
で
も

定
期
的
な
状
況
確
認
を
行
っ

て
い
る
。引
き
続
き
家
庭
の
困

り
事
に
対
し
、継
続
し
た
支
援

家
庭
の
両
立
支
援
、家
事・育

児
の
負
担
軽
減
な
ど
総
合
的

な
事
業
展
開
で
目
標
値
に
近

づ
け
て
い
く
。

問  

本
市
独
自
の
支
援
や
補

助
金
新
設・拡
充
の
考
え
は

答  

今
年
度
か
ら
、子
育
て
応

援
駐
車
場
整
備
事
業
を
新
た

に
開
始
し
た
ほ
か
、コ
ウ
ノ
ト

リ
支
援
事
業
で
は
不
妊
治
療

等
に
係
る
費
用
を
本
年
４
月

診
療
分
よ
り
全
額
助
成
す
る

な
ど
の
拡
充
も
図
って
い
る
。

「
Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
」へ
の
最
終

選
定
に
向
け
て

問  

準
備
や
働
き
か
け
、選

定
後
の
交
付
金
の
活
用
先
は

答  

県
等
の
関
係
者
と
の
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、計
画
内
容

の
具
体
化
や
事
業
者
と
の
調

整
を
進
め
て
い
る
。交
付
金
は

脱
炭
素
電
源
設
備
の
整
備
や

産
業
用
地
の
造
成
、イ
ン
フ
ラ

整
備
等
へ
の
支
援
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

○�

中
東
情
勢
等
に
お
け
る
本

市
への
影
響
と
対
策

が
公
表
し
て
い
る
加
入
者
状

況
及
び
行
事
の
登
録
状
況
な

ど
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。本

市
の
現
状
は
、令
和
元
年
度

２
６
４
あ
っ
た
子
ど
も
会
育

成
会
の
数
は
、令
和
８
年
６

月
１
日
時
点
で
１
４
５
、会

員
数
は
１
万
９
６
４
人
か
ら

３
９
３
５
人
と
な
り
、育
成
会

数
は
約
45
％
、会
員
数
は
約

64
％
減
少
し
て
い
る
。

問  

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

新
し
い
子
ど
も
の
育
成
活
動

や
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
市
の
見
解
は

答  

新
た
な
方
向
性
に
つ
い
て

は
、市
の
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
、一

緒
に
考
え
、活
動
の
実
施
に
必

要
な
支
援
を
行
って
い
く
。

○�

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
の

利
用
促
進
　
ほ
か

と
見
守
り
に
努
め
た
い
。

本
市
の
身
寄
り
の
な
い
方
へ

の
対
応
状
況
を
問
う

問  

本
市
の
各
相
談
窓
口
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答  

各
相
談
窓
口
に
お
い
て

相
談
者
の
話
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
状
況
や
相
談
内
容
に

応
じ
た
複
合
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問  

身
寄
り
が
な
く
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
具

体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答  

令
和
３
年
４
月
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る

が
、５
年
経
過
し
て
い
る
た

め
、今
後
、市
が
中
心
と
な

り
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と

共
に
改
定
作
業
の
検
討
を
考

え
て
い
る
。

○�

本
市
の
消
防
団
に
係
る
表

彰
制
度
の
現
状

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
ひ
ら平

　
達た

つ
や也

本
市
の
児
童
虐
待
対
策
を
問
う

山や
ま
な
か中

　
真

ま
ゆ
み由
美

人
口
減
少
と
原
発
立
地

　
　
　
　
　
自
治
体
の
将
来
像

冨と
み
よ
し吉

　
雄ゆ

う
じ二

「
薩
摩
川
内
市
こ
ど
も
計
画
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
問
う

本市における
児童虐待の相談・通報件数

本市における
出生数・合計特殊出生率の推移

※R5～R7は実績、R11は目標値
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補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

視
察
報
告
・
意
見
書

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人



問   

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
の
過
去
３
年
間
の
実
績
は

答  

出
店
数
は
65
店
舗
、出

店
相
談
件
数
は
43
件
。

問  

補
助
制
度
に
つ
い
て

の
評
価
、制
度
見
直
し
及
び

K
P
I
設
定・公
表
等
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

答  

空
き
店
舗
の
活
用
や
来

街
機
会
の
創
出
に一定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、制
度
見
直
し
等
に
つ
い

て
は
、市
民
や
事
業
者
の
皆

様
と一体
と
な
っ
て
将
来
像
を

検
討
し
て
い
く
中
で
、今
後
、

整
理
し
て
い
く
。

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
と
交
通

機
関

問  

K
P
I
の
設
定
は

答  

計
画
は
未
策
定
で
、今

後
計
画
を
策
定
す
る
場
合
は

K
P
I
設
定
を
検
討
す
る
。

問  

重
点
エ
リ
ア
を
可
視
化

し
、市
民
や
事
業
者
と
共
有

す
る
考
え
は

答  

中
心
市
街
地
の
将
来
像

と
併
せ
て
検
討
す
る
。

問  

く
る
く
る
バ
ス
の
利
用

問  

特
定
都
市
河
川
に
指
定

後
の
河
川
の
整
備
状
況
は

答  

令
和
６
年
11
月
１
日
に

指
定
さ
れ
、国・県・市
等
か
ら

な
る
第
１
回
隈
之
城
川
流
域

水
害
対
策
協
議
会
を
令
和
７

年
６
月
に
、本
年
２
月
に
は
検

討
部
会
を
開
催
し
た
。今
後

も
検
討
部
会
を
開
催
し
、計

画
期
間
や
浸
水
被
害
対
策
の

基
本
方
針
を
協
議
会
に
諮
り

な
が
ら
、流
域
水
害
対
策
計

画
の
策
定
に
向
け
、検
討
し
て

い
く
。

問  

地
域
住
民
へ
の
周
知・説

明
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答  

検
討
部
会
に
は
隈
之
城

地
区
及
び
永
利
地
区
の
各
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
が
委

員
と
し
て
参
画
い
た
だ
き
、地

域
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
を

進
め
て
い
る
。そ
の
状
況
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、地
域

へ
の
説
明
や
広
報
等
に
努
め

た
い
。

地
元
企
業
に
配
慮
し
た
指
名

競
争
入
札
の
運
用
を

実
態
に
即
し
た
見
直
し
は

答  

利
用
者
も一定
数
い
る
こ

と
か
ら
、当
面
は
現
状
維
持

と
し
た
い
。

問  

公
共
交
通
の
D
X
導
入
は

答  

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
や

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等

導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

問  

施
設
面
積
の
現
状
は

答  

令
和
７
年
３
月
時
点
で
、

約
53
万
㎡
か
ら
約
51
万
㎡
へ
減

少
し
た
。

問  

削
減
目
標
①
延
床
面
積

②
維
持
管
理
経
費
の
進
捗
は

答  

①
削
減
目
標
約
6.6
万
㎡

に
対
し
達
成
率
は
約
２
割
。

②
削
減
で
き
て
お
ら
ず
、面
積

ベ
ー
ス
の
目
標
へ
見
直
す
。

問  

進
捗
の
公
表
は

答  

進
捗
状
況
は
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
管
理
し
て
お

り
、公
表
に
つ
い
て
は
内
容
を

検
討
の
上
、市
民
等
へ
分
か
り

や
す
く
公
表
し
て
い
く
。

問  

業
者
の
選
定
は
ど
の
よ

う
な
基
準
で
指
名
す
る
の
か
。

答  

契
約
規
則
等
に
基
づ
き
、

透
明
性・公
平
性・競
争
性
が

し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
選
定
し
て
い
る
。

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の

維
持
管
理

問  

管
理
管
轄
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。

答  

国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
鹿
児
島
国
道
事
務
所

の
鹿
児
島
維
持
出
張
所
で
あ

る
。

問  

道
路
法
面
の
定
期
的
な

伐
採
に
つ
い
て
国
へ
要
望
で

き
な
い
か
。

答  

人
家
に
近
接
し
て
い
る

箇
所
な
ど
、情
報
が
あ
れ
ば
、

市
で
も
現
場
確
認
を
行
い
、国

に
対
し
て
要
望
し
た
い
。

○
自
治
会
未
加
入
者
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

松ま
つ
の野

　
信し

ん
さ
く作

隈
之
城
川

　
　
特
定
都
市
河
川
の
現
状

小こ
ば
や
し林

　
健た

け
し

中
心
市
街
地
活
性
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
効
果
検
証

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
と
は
？

　「居
心
地
が
良
く
、
歩
き
た
く

な
る
ま
ち
な
か
」を
つ
く
る
取
組
。

そ
の
他
の
質
問
通
告

問  

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
制
度
の
検
証
の
た
め
、量

的
調
査
と
質
的
調
査
を
組
み

合
わ
せ
て
、地
域
住
民
の
声
を

把
握
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答  

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
量

的
調
査
に
加
え
、地
元
住
民

へ
の
聞
き
取
り
や
意
見
交
換

な
ど
の
質
的
調
査
に
よ
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。子
育
て
世

代
、働
く
世
代
、自
治
会
未

加
入
者
、事
業
者
等
、幅
広
い

声
を
的
確
に
捉
え
る
手
法
の

検
討
を
含
め
、地
区
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
た
い
。

市
役
所
改
革
に
つ
い
て
問
う

問  

高
齢・障
害
福
祉
課
が

移
転
し
た
先
の
ス
ロ
ー
プ
の

傾
斜
が
き
つ
い
と
い
う
声
を

把
握
し
て
い
る
か
。ま
た
、レ

イ
ア
ウ
ト
変
更
前
に
利
用
者

の
動
線
の
確
認
を
行
っ
た
か
。

答  

ス
ロ
ー
プ
の
傾
斜
が
き
つ

い
と
い
う
声
は
認
識
し
て
い

る
。今
後
更
な
る
検
証
や
必

要
に
応
じ
た
来
庁
者
への
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、

必
要
な
改
善
を
図
り
た
い
。

経
済
成
長
戦
略
に
つ
い
て
問
う

問  

経
済
成
長
戦
略
の
成
果

を
い
か
に
市
民
が
実
感
で
き

る
も
の
に
し
て
い
く
か
。

答  

Ａ
Ｉ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘

致
な
ど
を
進
め
て
い
る
川
内

港
臨
海
ゾ
ー
ン
の
整
備・開
発

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
構
想
の

実
現
は
総
合
計
画
の
重
点
戦

略
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
て
い

る
。経
済
成
長
戦
略
の
実
現
に

よ
り
、雇
用
創
出
に
よ
る
市
民

所
得
増
加
に
加
え
、市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、生
活
利
便
性
の

向
上
、市
民
や
市
内
事
業
者

等
の
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

①�

市
営
住
宅
に
お
け
る
共
益

費
徴
収

②
人
材
育
成

そ
の
他
の
質
問
通
告

坂さ
か
ぐ
ち口

　
健け

ん
た太

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
に
つ
い
て
問
う
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問  

近
年
の
婚
姻
件
数・出

生
数・合
計
特
殊
出
生
率
の

推
移
と
婚
姻
件
数
の
減
少
傾

向
の
要
因
は

答  婚
姻
件
数
の
減
少
は
、ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化・経
済
的

基
盤
の
不
安
定・出
会
い
の
場

の
不
足
が
要
因
と
分
析
し
て

い
る
。

問  

少
子
化
対
策
事
業
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
や
、結
婚
新
生

活
支
援
補
助
金
の
令
和
７
年

度
の
実
績
は

答  

３
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
９
組

の
カ
ッ
プ
ル
成
立
も
成
婚
は

未
把
握
、補
助
金
は
38
世
帯

７
５
６
万
３
千
円
と
なって
い
る
。

問  

令
和
11
年
度
の
目
標
値

の
達
成
見
込
み
は

答  

出
会
い
か
ら
子
育
て
ま

で
切
れ
目
な
く
支
援
し
、経

済
的
不
安
の
解
消
や
仕
事
と

問  

２
０
４
０
年
頃
を
見
据

え
た
場
合
、本
市
は
ど
の
よ
う

な
産
業
構
造
を
目
指
し
て
い

る
の
か
。

答  

第
３
次
薩
摩
川
内
市
総

合
計
画
で
は
、「
活
力
と
賑
わ

い
を
生
み
出
す
ま
ち
」を
目

指
し
、農
林
水
産
業
の
生
産

基
盤
強
化
、地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
企
業
振
興
や
産
業

創
出
、観
光
に
よ
る
交
流
人

口
拡
大
に
取
り
組
み
、地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

や
資
源
循
環
、先
端
技
術
、次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入

れ
た
産
業
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、産
業
立
地
と
産
業

集
積
に
よ
り
、持
続
的
な
地

域
発
展
に
つ
な
が
る
産
業
構

造
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
子
ど
も
会
育
成
会
の

現
状
と
今
後
の
在
り
方

問  

現
在
の
加
入
状
況
や
活

動
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
て
い
る
か
。

答  

全
国
子
ど
も
会
連
合
会

問  

鹿
児
島
県
の
児
童
虐
待

件
数
は
、14
年
連
続
で
増
加

し
て
い
る
。本
市
の
過
去
５

年
間
の
児
童
虐
待
相
談・通

報
件
数
及
び
令
和
７
年
度
の

年
代
別
・
性
別
の
割
合
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答  令
和
７
年
度
に
お
け
る
年
代

別
の
割
合
は
10
歳
未
満
が
56

件
、10
歳
か
ら
18
歳
が
47
件

で
、性
別
は
男
児
40
件
、女
児

63
件
と
な
って
い
る
。

問  

今
後
の
児
童
虐
待
防
止

に
係
る
市
の
方
針
は

答  

要
保
護
児
童
の
み
で
は

な
く
、家
庭
に
介
在
す
る
課
題

に
対
し
、関
係
機
関
と
連
携
し

た
多
様
な
支
援
に
取
り
組
み
、

課
題
が
解
決
し
た
場
合
で
も

定
期
的
な
状
況
確
認
を
行
っ

て
い
る
。引
き
続
き
家
庭
の
困

り
事
に
対
し
、継
続
し
た
支
援

家
庭
の
両
立
支
援
、家
事・育

児
の
負
担
軽
減
な
ど
総
合
的

な
事
業
展
開
で
目
標
値
に
近

づ
け
て
い
く
。

問  

本
市
独
自
の
支
援
や
補

助
金
新
設・拡
充
の
考
え
は

答  

今
年
度
か
ら
、子
育
て
応

援
駐
車
場
整
備
事
業
を
新
た

に
開
始
し
た
ほ
か
、コ
ウ
ノ
ト

リ
支
援
事
業
で
は
不
妊
治
療

等
に
係
る
費
用
を
本
年
４
月

診
療
分
よ
り
全
額
助
成
す
る

な
ど
の
拡
充
も
図
って
い
る
。

「
Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
」へ
の
最
終

選
定
に
向
け
て

問  

準
備
や
働
き
か
け
、選

定
後
の
交
付
金
の
活
用
先
は

答  

県
等
の
関
係
者
と
の
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、計
画
内
容

の
具
体
化
や
事
業
者
と
の
調

整
を
進
め
て
い
る
。交
付
金
は

脱
炭
素
電
源
設
備
の
整
備
や

産
業
用
地
の
造
成
、イ
ン
フ
ラ

整
備
等
へ
の
支
援
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

○�

中
東
情
勢
等
に
お
け
る
本

市
への
影
響
と
対
策

が
公
表
し
て
い
る
加
入
者
状

況
及
び
行
事
の
登
録
状
況
な

ど
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。本

市
の
現
状
は
、令
和
元
年
度

２
６
４
あ
っ
た
子
ど
も
会
育

成
会
の
数
は
、令
和
８
年
６

月
１
日
時
点
で
１
４
５
、会

員
数
は
１
万
９
６
４
人
か
ら

３
９
３
５
人
と
な
り
、育
成
会

数
は
約
45
％
、会
員
数
は
約

64
％
減
少
し
て
い
る
。

問  

地
域
の
実
情
に
応
じ
た

新
し
い
子
ど
も
の
育
成
活
動

や
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
市
の
見
解
は

答  

新
た
な
方
向
性
に
つ
い
て

は
、市
の
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
、一

緒
に
考
え
、活
動
の
実
施
に
必

要
な
支
援
を
行
って
い
く
。

○�

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館
の

利
用
促
進
　
ほ
か

と
見
守
り
に
努
め
た
い
。

本
市
の
身
寄
り
の
な
い
方
へ

の
対
応
状
況
を
問
う

問  
本
市
の
各
相
談
窓
口
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答  

各
相
談
窓
口
に
お
い
て

相
談
者
の
話
を
丁
寧
に
聞
き

取
り
、関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
状
況
や
相
談
内
容
に

応
じ
た
複
合
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問  

身
寄
り
が
な
く
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
具

体
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答  

令
和
３
年
４
月
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
る

が
、５
年
経
過
し
て
い
る
た

め
、今
後
、市
が
中
心
と
な

り
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と

共
に
改
定
作
業
の
検
討
を
考

え
て
い
る
。

○�

本
市
の
消
防
団
に
係
る
表

彰
制
度
の
現
状

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
ひ
ら平

　
達た

つ
や也

本
市
の
児
童
虐
待
対
策
を
問
う

山や
ま
な
か中

　
真

ま
ゆ
み由
美

人
口
減
少
と
原
発
立
地

　
　
　
　
　
自
治
体
の
将
来
像

冨と
み
よ
し吉

　
雄ゆ

う
じ二

「
薩
摩
川
内
市
こ
ど
も
計
画
」

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
問
う

本市における
児童虐待の相談・通報件数

本市における
出生数・合計特殊出生率の推移

※R5～R7は実績、R11は目標値

薩摩川内市議会だより　No.885

　
　

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

視
察
報
告
・
意
見
書

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人



問  

広
瀬
川
橋
梁（
出
水
市
）

の
老
朽
化
及
び
補
修
工
事
の

遅
れ
に
つ
い
て
、肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
か
ら
ど
の
よ
う
な

説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

答  

橋
梁
本
体
に
問
題
は
な

い
が
、桁
部
分
の
塗
装
劣
化
の

た
め
令
和
３
年
に
塗
装
工
事

が
計
画
さ
れ
た
が
、周
辺
関

係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、

工
事
が
進
め
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
る
旨
説
明
を
受
け
て
い

る
。

問  

広
瀬
川
橋
梁
の
安
全
問

題
を
沿
線
自
治
体
及
び
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
共
通
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、専
門
家

を
含
む
調
整
の
場
を
設
け
る

よ
う
働
き
か
け
る
考
え
は
な

い
か
。

答  

安
全
運
行
は
沿
線
自
治

体
の
共
通
認
識
で
あ
る
と
考

え
る
が
、働
き
か
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、本
市
が
回
答
で
き
る

立
場
に
な
い
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計
画

問  

計
画
に
伴
い
市
が
負
担

す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
及
び

問  

障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
中
等
度
難
聴

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、今

後
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

答  

今
後
の
国
、県
の
動
向
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、国
の
議

論
等
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
、本
市
と
し
て

は
、必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改

修
費
の
支
給
方
法
に
つ
い
て

問
う

問  
介
護
保
険
住
宅
改
修
に

つ
い
て
、県
内
で
受
領
委
任

払
い
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
調
査
を
行
っ
た
か
。

答  

令
和
６
年
度
介
護
保
険

事
務
調
査
に
よ
る
と
、県
内

43
市
町
村
の
う
ち
27
市
町
村

が
導
入
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

問  

本
市
に
お
い
て
、受
領

委
任
払
い
を
導
入
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答  

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と
、ま
た
、県
内
で

問  

道
路
や
河
川
の
維
持・

管
理
は
、法
の
定
め
に
よ
り
、

市
町
村
が
行
う
こ
と
が
原
則

で
あ
る
が
、現
状
は
地
域
住

民
の
愛
護
作
業
に
頼
っ
て
い

る
。過
疎
化・高
齢
化
が
進
展

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

全
市
的
な
道
路・河
川
の
維

持・管
理
に
係
る
将
来
的
な

在
り
方
に
つ
い
て
、今
か
ら

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答  

高
齢
化
等
に
よ
り
地
元

で
対
応
で
き
な
い
箇
所
や
危

険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、ま
ず

は
市
へ
連
絡
を
い
た
だ
き
た

い
。そ
の
上
で
、現
地
を
確
認

し
、業
者
委
託・道
路
維
持
補

修
班
で
対
応
し
た
い
。将
来
的

な
道
路・河
川
の
維
持・管
理

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、他
市

の
状
況
を
踏
ま
え
、包
括
的

民
間
委
託
等
に
つ
い
て
も
調

査・研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
関
連
経
費
は
、市
民

に
公
開
す
べ
き
基
本
情
報
と

考
え
る
が
、ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
か
。

答  

基
本
的
に
事
業
の
用
に

直
接
供
す
る
も
の
は
事
業
者

の
負
担
と
な
る
。市
が
実
施
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
調
査
中
で

あ
る
。

問  

市
民
の
意
見
を
計
画
に

反
映
で
き
る
段
階
で
市
民
説

明
会
を
開
催
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答  

事
業
計
画
が
示
さ
れ
次

第
、地
元
関
係
者
へ
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
丁
寧
に
説

明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

問  

給
食
費
の
無
償
化
を
中

学
校
ま
で
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

答  

県
内
43
自
治
体
の
う
ち

28
自
治
体
が
中
学
校
ま
で
の

無
償
化
を
行
っ
て
い
る
。本
市

で
完
全
無
償
化
に
す
る
に
は

約
２
億
円
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、国
県
に
財
源
措

置
を
要
望
し
て
い
る
。

も
６
割
を
超
え
る
自
治
体
が

導
入
し
て
い
る
状
況
も
踏
ま

え
、今
後
、国
が
進
め
る
介
護

保
険
に
関
す
る
標
準
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
を
確
実
に
行
い
、事

務
手
続
上
の
課
題
等
を
整
理

し
た
上
で
、導
入
に
向
け
て
準

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

に
つ
い
て
問
う

問  

今
後
、ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答  

市
が
管
理
す
る
道
路
法

面
や
河
川
敷
に
お
い
て
は
、通

常
の
維
持
管
理
の
範
囲
内
で

駆
除
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

甑
島
で
は
、５
月
18
日
に
県
道

法
面
の
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

の
駆
除
に
向
け
た
広
報
と
、

全
市
的
な
駆
除
が
で
き
な
い

か
を
検
討
す
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
実
効
性
を

問  

本
年
４
月
に
策
定
し
た

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
実
効
性
を
持
た
せ
る

た
め
に
、市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

答  

マ
ニュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対

策
、相
談
窓
口
の
周
知
徹
底
、

職
員
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
研
修
会
を

計
画
的
に
実
施
し
、職
員一人

一
人
の
正
し
い
理
解
の
促
進

と
適
切
な
対
応
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、相
談
窓
口
の

機
能
を
充
実
さ
せ
、早
期
発

見・早
期
対
応
に
つ
な
が
る
体

制
の
整
備
を
図
り
た
い
。ま

た
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
と
し
て
、ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
な
ど
周
知・啓
発
を
図

り
た
い
。

○�

今
般
の
組
織
再
編
や
そ
れ

に
伴
う
職
員
配
置
、
そ
し

て
人
事
異
動
等

そ
の
他
の
質
問
通
告

屋や
ひ
さ久

　
弘ひ

ろ
ふ
み文

道
路
・
河
川
愛
護
作
業
の

　
　
将
来
的
な
在
り
方
を
問
う

坂さ
か
ぐ
ち口

　
正ま

さ
ゆ
き幸

高
齢
者
向
け
の
補
聴
器

　
　
　
　
　
購
入
費
の
助
成

井い
の
う
え上

　
勝か

つ
ひ
ろ博

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の

　
　
安
全
管
理
に
つ
い
て
問
う
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問  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数

及
び
全
体
の
定
員
数
、登
録

者
数
及
び
待
機
児
童
数
は

答  

市
内
で
は
45
ク
ラ
ブ
が

運
営
中
で
あ
る
。本
年
５
月

１
日
現
在
の
全
体
の
定
員
数

は
１
７
９
７
人
、登
録
児
童
数

は
１
８
６
８
人
、国
の
調
査
基

準
に
よ
る
待
機
児
童
は
０
人
。

問  

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童

や
保
護
者
の
状
況
は

答  

本
年
５
月
１
日
現
在
で

申
込
み
を
し
た
が
入
所
で
き

な
か
っ
た
児
童
は
67
人
で
あ

る
。そ
の
後
、紹
介
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
等
に
入
所
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、全
体
的
に
は

正
確
な
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。問  

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
保

護
者
の
離
職
や
就
労
形
態
の

変
更
な
ど
に
つ
い
て
の
実
態

把
握
は

答  

正
確
な
把
握
は
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問  

児
童
の
放
課
後
の
安
全

な
居
場
所
を
確
保
す
る
と
と

問  

10
M
W
規
模
の
施
設
を

年
内
に
着
工
す
る
話
が
あ
る

が
、当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

た
各
業
務
の
進
捗
状
況
と
海

外
視
察
の
内
容
は

答  

川
内
港
背
後
地
整
備
事

業
は
、基
本
構
想
の
策
定
を

進
め
て
お
り
、保
安
林
解
除
に

必
要
な
経
費
等
は
、本
年
度

末
ま
で
の
完
了
を
見
込
ん
で

い
る
。ま
た
、５
月
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
渡
航
で

は
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

運
営
状
況
、関
連
産
業
の
集

積
、ま
ち
づ
く
り
の
現
状
等
を

視
察
し
た
。

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業

問  

当
初
予
算
が
あ
る
中
、

６
月
補
正
予
算
で
の
追
加
計

上
が
必
要
な
理
由
は
。ま
た
、

最
終
的
な
総
事
業
費
の
見
込

み
と
完
成
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は

答  

今
回
の
補
正
予
算
は
、

４
月
採
択
の
特
定
ふ
る
さ
と

お
こ
し
推
進
事
業
補
助
金
を

有
効
活
用
す
る
た
め
追
加
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。ハ
ー
ド

問  

更
な
る
自
治
会
加
入
促

進
策
と
し
て
、鹿
児
島
市
の

取
組
を
参
考
に
、若
い
世
帯

に
魅
力
的
な「
自
治
会
新
規

加
入
特
典
ク
ー
ポ
ン
」の
配

布
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

鹿
児
島
市
に
お
け
る

ク
ー
ポ
ン
配
布
の
取
組
に
加

え
、現
在
、本
市
で
行
って
い
る

つ
ん
Ｐ
a
ｙ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ポ
イ

ン
ト
付
与
の
検
証
も
含
め
、ど

の
よ
う
な
取
組
が
効
果
的
か

研
究
し
て
い
く
。

問  

自
治
会
用
の
地
域
交
流

ア
プ
リ
等
の
導
入
に
よ
り
、

回
覧
板
等
の
配
布
作
業・自

治
会
会
計
作
業
の
負
担
軽
減

や
、災
害
時
の
安
否
確
認
機

能
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答  

電
子
回
覧
板
等
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
は一定
の

住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、地
域

I
C
T
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
自
治
会
内
情
報
の
効
率

的
な
伝
達
が
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。一方
で
、デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
や
利
用
が

難
し
い
方
に
も
配
慮
し
た
対

も
に
、保
護
者
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
、

女
性
活
躍
、人
材
確
保
、地

域
経
済
、さ
ら
に
は
人
口
減

少
対
策
に
も
つ
な
が
る
重
要

な
政
策
課
題
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は

答  

本
市
の
こ
ど
も
計
画
で

目
指
す「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」の
実
現
の
た
め
に
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は

こ
ど
も
政
策
の
中
心
で
あ
り
、

大
き
な
政
策
課
題
。そ
の
実

現
に
向
け
て
精
力
的
に
取
組

を
進
め
て
い
く
。

①�

子
育
て
支
援
施
策
の
利
用

促
進
と
子
育
て
家
庭
へ
の

伴
走
支
援

②�

組
織
改
編
と
持
続
可
能
な

行
政
運
営

整
備
は
令
和
７
年
度
で
終
了

し
、累
計
約
７
億
６
４
８
０
万

円
を
投
じ
て
き
た
が
、今
後
は

研
究
成
果
を
展
示
や
教
育
活

動
へ
生
か
し
な
が
ら
地
域
振

興
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問  

化
石
等
の
発
掘
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
専
門
的
な

研
究
は
、本
来
、国
や
大
学
等

が
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
一
般
財
源
を
投
入
し
続

け
る
こ
と
の
妥
当
性
を
問

う
。

答  

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
博
物

館
登
録
を
目
指
し
、大
学
や

国
立
科
学
博
物
館
等
と
連
携

し
て
研
究・調
査
を
継
続
し
、

そ
の
成
果
を
展
示
や
教
育
活

動
に
生
か
し
な
が
ら
、交
流
人

口
の
拡
大
と
地
域
振
興
に
繋

げ
て
い
く
。ま
た
、市
単
独
で

は
な
く
外
部
資
金
獲
得
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

○
補
正
予
算
編
成
の
在
り
方

応
が
必
要
な
た
め
、各
自
治
会

の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
応
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

交
通
面
か
ら
の
児
童
・
生
徒

の
安
全
性
向
上
に
向
け
て

問  

ゾ
ー
ン
30
等
の
交
通
安

全
対
策
が
な
い
学
校
周
辺

で
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
の
注
意
喚
起
を
行
う
等
の

取
組
が
で
き
な
い
か
。

答  

９
月
１
日
か
ら
の
法
改

正
に
よ
り
、生
活
道
路
に
お
け

る
法
定
速
度
が
時
速
30
㎞
／

ｈ
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、特
に
学
校
周
辺
で
は
自

動
車
の
速
度
を
抑
え
る
よ
う

な
啓
発
を
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
行
って
い
き
た
い
。

○�

消
防
団
の
更
な
る
活
性
化

に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

松ま
つ
ざ
わ澤

　
力い

さ
お

自
治
会
の
更
な
る

　
　
　
　
　
活
性
化
に
向
け
て

福ふ
く
だ田

　
俊し

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

川
内
港
背
後
地
整
備
調
査
事
業

犬い
ぬ
い井

　
美み

か香

放
課
後
等
に
児
童
が
安
全
・
安

心
に
過
ご
せ
る
場
所
の
確
保
を

薩摩川内市議会だより　No.887

　
　

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人

視
察
報
告
・
意
見
書



問  

広
瀬
川
橋
梁（
出
水
市
）

の
老
朽
化
及
び
補
修
工
事
の

遅
れ
に
つ
い
て
、肥
薩
お
れ

ん
じ
鉄
道
か
ら
ど
の
よ
う
な

説
明
を
受
け
て
い
る
か
。

答  

橋
梁
本
体
に
問
題
は
な

い
が
、桁
部
分
の
塗
装
劣
化
の

た
め
令
和
３
年
に
塗
装
工
事

が
計
画
さ
れ
た
が
、周
辺
関

係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、

工
事
が
進
め
ら
れ
な
い
状
況

で
あ
る
旨
説
明
を
受
け
て
い

る
。

問  

広
瀬
川
橋
梁
の
安
全
問

題
を
沿
線
自
治
体
及
び
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
の
共
通
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、専
門
家

を
含
む
調
整
の
場
を
設
け
る

よ
う
働
き
か
け
る
考
え
は
な

い
か
。

答  

安
全
運
行
は
沿
線
自
治

体
の
共
通
認
識
で
あ
る
と
考

え
る
が
、働
き
か
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、本
市
が
回
答
で
き
る

立
場
に
な
い
。

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
計
画

問  

計
画
に
伴
い
市
が
負
担

す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
及
び

問  

障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
中
等
度
難
聴

者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、今

後
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

答  

今
後
の
国
、県
の
動
向
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、国
の
議

論
等
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を

期
待
し
な
が
ら
、本
市
と
し
て

は
、必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。

介
護
保
険
に
お
け
る
住
宅
改

修
費
の
支
給
方
法
に
つ
い
て

問
う

問  

介
護
保
険
住
宅
改
修
に

つ
い
て
、県
内
で
受
領
委
任

払
い
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
の
調
査
を
行
っ
た
か
。

答  

令
和
６
年
度
介
護
保
険

事
務
調
査
に
よ
る
と
、県
内

43
市
町
村
の
う
ち
27
市
町
村

が
導
入
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

問  

本
市
に
お
い
て
、受
領

委
任
払
い
を
導
入
を
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答  

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と
、ま
た
、県
内
で

問  

道
路
や
河
川
の
維
持・

管
理
は
、法
の
定
め
に
よ
り
、

市
町
村
が
行
う
こ
と
が
原
則

で
あ
る
が
、現
状
は
地
域
住

民
の
愛
護
作
業
に
頼
っ
て
い

る
。過
疎
化・高
齢
化
が
進
展

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

全
市
的
な
道
路・河
川
の
維

持・管
理
に
係
る
将
来
的
な

在
り
方
に
つ
い
て
、今
か
ら

検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答  

高
齢
化
等
に
よ
り
地
元

で
対
応
で
き
な
い
箇
所
や
危

険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、ま
ず

は
市
へ
連
絡
を
い
た
だ
き
た

い
。そ
の
上
で
、現
地
を
確
認

し
、業
者
委
託・道
路
維
持
補

修
班
で
対
応
し
た
い
。将
来
的

な
道
路・河
川
の
維
持・管
理

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、他
市

の
状
況
を
踏
ま
え
、包
括
的

民
間
委
託
等
に
つ
い
て
も
調

査・研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
関
連
経
費
は
、市
民

に
公
開
す
べ
き
基
本
情
報
と

考
え
る
が
、ど
の
程
度
見
込

ん
で
い
る
か
。

答  

基
本
的
に
事
業
の
用
に

直
接
供
す
る
も
の
は
事
業
者

の
負
担
と
な
る
。市
が
実
施
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
調
査
中
で

あ
る
。

問  

市
民
の
意
見
を
計
画
に

反
映
で
き
る
段
階
で
市
民
説

明
会
を
開
催
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答  

事
業
計
画
が
示
さ
れ
次

第
、地
元
関
係
者
へ
情
報
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
丁
寧
に
説

明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化

問  

給
食
費
の
無
償
化
を
中

学
校
ま
で
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

答  

県
内
43
自
治
体
の
う
ち

28
自
治
体
が
中
学
校
ま
で
の

無
償
化
を
行
っ
て
い
る
。本
市

で
完
全
無
償
化
に
す
る
に
は

約
２
億
円
の
財
源
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、国
県
に
財
源
措

置
を
要
望
し
て
い
る
。

も
６
割
を
超
え
る
自
治
体
が

導
入
し
て
い
る
状
況
も
踏
ま

え
、今
後
、国
が
進
め
る
介
護

保
険
に
関
す
る
標
準
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
を
確
実
に
行
い
、事

務
手
続
上
の
課
題
等
を
整
理

し
た
上
で
、導
入
に
向
け
て
準

備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除

に
つ
い
て
問
う

問  

今
後
、ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

答  

市
が
管
理
す
る
道
路
法

面
や
河
川
敷
に
お
い
て
は
、通

常
の
維
持
管
理
の
範
囲
内
で

駆
除
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

甑
島
で
は
、５
月
18
日
に
県
道

法
面
の
駆
除
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

の
駆
除
に
向
け
た
広
報
と
、

全
市
的
な
駆
除
が
で
き
な
い

か
を
検
討
す
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
実
効
性
を

問  

本
年
４
月
に
策
定
し
た

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
実
効
性
を
持
た
せ
る

た
め
に
、市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

答  

マ
ニュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対

策
、相
談
窓
口
の
周
知
徹
底
、

職
員
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
研
修
会
を

計
画
的
に
実
施
し
、職
員一人

一
人
の
正
し
い
理
解
の
促
進

と
適
切
な
対
応
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、相
談
窓
口
の

機
能
を
充
実
さ
せ
、早
期
発

見・早
期
対
応
に
つ
な
が
る
体

制
の
整
備
を
図
り
た
い
。ま

た
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
と
し
て
、ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
な
ど
周
知・啓
発
を
図

り
た
い
。

○�

今
般
の
組
織
再
編
や
そ
れ

に
伴
う
職
員
配
置
、
そ
し

て
人
事
異
動
等

そ
の
他
の
質
問
通
告

屋や
ひ
さ久

　
弘ひ

ろ
ふ
み文

道
路
・
河
川
愛
護
作
業
の

　
　
将
来
的
な
在
り
方
を
問
う

坂さ
か
ぐ
ち口

　
正ま

さ
ゆ
き幸

高
齢
者
向
け
の
補
聴
器

　
　
　
　
　
購
入
費
の
助
成

井い
の
う
え上

　
勝か

つ
ひ
ろ博

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の

　
　
安
全
管
理
に
つ
い
て
問
う
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問  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
数

及
び
全
体
の
定
員
数
、登
録

者
数
及
び
待
機
児
童
数
は

答  

市
内
で
は
45
ク
ラ
ブ
が

運
営
中
で
あ
る
。本
年
５
月

１
日
現
在
の
全
体
の
定
員
数

は
１
７
９
７
人
、登
録
児
童
数

は
１
８
６
８
人
、国
の
調
査
基

準
に
よ
る
待
機
児
童
は
０
人
。

問  

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童

や
保
護
者
の
状
況
は

答  

本
年
５
月
１
日
現
在
で

申
込
み
を
し
た
が
入
所
で
き

な
か
っ
た
児
童
は
67
人
で
あ

る
。そ
の
後
、紹
介
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
等
に
入
所
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、全
体
的
に
は

正
確
な
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。問  

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
保

護
者
の
離
職
や
就
労
形
態
の

変
更
な
ど
に
つ
い
て
の
実
態

把
握
は

答  

正
確
な
把
握
は
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問  

児
童
の
放
課
後
の
安
全

な
居
場
所
を
確
保
す
る
と
と

問  

10
M
W
規
模
の
施
設
を

年
内
に
着
工
す
る
話
が
あ
る

が
、当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

た
各
業
務
の
進
捗
状
況
と
海

外
視
察
の
内
容
は

答  

川
内
港
背
後
地
整
備
事

業
は
、基
本
構
想
の
策
定
を

進
め
て
お
り
、保
安
林
解
除
に

必
要
な
経
費
等
は
、本
年
度

末
ま
で
の
完
了
を
見
込
ん
で

い
る
。ま
た
、５
月
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
渡
航
で

は
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

運
営
状
況
、関
連
産
業
の
集

積
、ま
ち
づ
く
り
の
現
状
等
を

視
察
し
た
。

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業

問  

当
初
予
算
が
あ
る
中
、

６
月
補
正
予
算
で
の
追
加
計

上
が
必
要
な
理
由
は
。ま
た
、

最
終
的
な
総
事
業
費
の
見
込

み
と
完
成
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
は

答  

今
回
の
補
正
予
算
は
、

４
月
採
択
の
特
定
ふ
る
さ
と

お
こ
し
推
進
事
業
補
助
金
を

有
効
活
用
す
る
た
め
追
加
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。ハ
ー
ド

問  

更
な
る
自
治
会
加
入
促

進
策
と
し
て
、鹿
児
島
市
の

取
組
を
参
考
に
、若
い
世
帯

に
魅
力
的
な「
自
治
会
新
規

加
入
特
典
ク
ー
ポ
ン
」の
配

布
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答  

鹿
児
島
市
に
お
け
る

ク
ー
ポ
ン
配
布
の
取
組
に
加

え
、現
在
、本
市
で
行
って
い
る

つ
ん
Ｐ
a
ｙ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ポ
イ

ン
ト
付
与
の
検
証
も
含
め
、ど

の
よ
う
な
取
組
が
効
果
的
か

研
究
し
て
い
く
。

問  

自
治
会
用
の
地
域
交
流

ア
プ
リ
等
の
導
入
に
よ
り
、

回
覧
板
等
の
配
布
作
業・自

治
会
会
計
作
業
の
負
担
軽
減

や
、災
害
時
の
安
否
確
認
機

能
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答  

電
子
回
覧
板
等
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
に
は一定
の

住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、地
域

I
C
T
の
取
組
を
進
め
る
こ

と
で
自
治
会
内
情
報
の
効
率

的
な
伝
達
が
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。一方
で
、デ
ジ
タ
ル
機

器
に
不
慣
れ
な
方
や
利
用
が

難
し
い
方
に
も
配
慮
し
た
対

も
に
、保
護
者
が
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
、

女
性
活
躍
、人
材
確
保
、地

域
経
済
、さ
ら
に
は
人
口
減

少
対
策
に
も
つ
な
が
る
重
要

な
政
策
課
題
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は

答  

本
市
の
こ
ど
も
計
画
で

目
指
す「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」の
実
現
の
た
め
に
、放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
は

こ
ど
も
政
策
の
中
心
で
あ
り
、

大
き
な
政
策
課
題
。そ
の
実

現
に
向
け
て
精
力
的
に
取
組

を
進
め
て
い
く
。

①�

子
育
て
支
援
施
策
の
利
用

促
進
と
子
育
て
家
庭
へ
の

伴
走
支
援

②�

組
織
改
編
と
持
続
可
能
な

行
政
運
営

整
備
は
令
和
７
年
度
で
終
了

し
、累
計
約
７
億
６
４
８
０
万

円
を
投
じ
て
き
た
が
、今
後
は

研
究
成
果
を
展
示
や
教
育
活

動
へ
生
か
し
な
が
ら
地
域
振

興
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問  

化
石
等
の
発
掘
や
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
専
門
的
な

研
究
は
、本
来
、国
や
大
学
等

が
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
一
般
財
源
を
投
入
し
続

け
る
こ
と
の
妥
当
性
を
問

う
。

答  

甑
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
博
物

館
登
録
を
目
指
し
、大
学
や

国
立
科
学
博
物
館
等
と
連
携

し
て
研
究・調
査
を
継
続
し
、

そ
の
成
果
を
展
示
や
教
育
活

動
に
生
か
し
な
が
ら
、交
流
人

口
の
拡
大
と
地
域
振
興
に
繋

げ
て
い
く
。ま
た
、市
単
独
で

は
な
く
外
部
資
金
獲
得
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

○
補
正
予
算
編
成
の
在
り
方

応
が
必
要
な
た
め
、各
自
治
会

の
実
情
を
踏
ま
え
た
対
応
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

交
通
面
か
ら
の
児
童
・
生
徒

の
安
全
性
向
上
に
向
け
て

問  

ゾ
ー
ン
30
等
の
交
通
安

全
対
策
が
な
い
学
校
周
辺

で
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
の
注
意
喚
起
を
行
う
等
の

取
組
が
で
き
な
い
か
。

答  

９
月
１
日
か
ら
の
法
改

正
に
よ
り
、生
活
道
路
に
お
け

る
法
定
速
度
が
時
速
30
㎞
／

ｈ
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、特
に
学
校
周
辺
で
は
自

動
車
の
速
度
を
抑
え
る
よ
う

な
啓
発
を
関
係
課
と
連
携
し

な
が
ら
行
って
い
き
た
い
。

○�

消
防
団
の
更
な
る
活
性
化

に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

松ま
つ
ざ
わ澤

　
力い

さ
お

自
治
会
の
更
な
る

　
　
　
　
　
活
性
化
に
向
け
て

福ふ
く
だ田

　
俊し

ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

川
内
港
背
後
地
整
備
調
査
事
業

犬い
ぬ
い井

　
美み

か香

放
課
後
等
に
児
童
が
安
全
・
安

心
に
過
ご
せ
る
場
所
の
確
保
を
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補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人

視
察
報
告
・
意
見
書



問  

可
愛
小
学
校
と
川
内
高

等
学
校
付
近
及
び
川
内
北

中
学
校
付
近
に
お
け
る
、送

迎
時
の
車
の
渋
滞
解
消
対
策

は
。ま
た
、可
愛
小
学
校
か
ら

国
道
３
号
へ
出
る
際
、右
折

禁
止
に
で
き
な
い
か
。

答  

各
学
校
に
お
い
て
、保
護

者
等
に
対
し
、送
迎
の
在
り

方
や
駐
停
車
場
所
に
つ
い
て
マ

ナ
ー
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、市

と
し
て
も
、今
後
も
学
校
や

警
察
と
状
況
を
共
有
し
、渋

滞
緩
和
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。右
折
禁
止
の
要
望

箇
所
に
つ
い
て
は
、通
学
路
安

全
推
進
会
議
の
議
題
と
し
て

道
路
診
断
に
か
け
る
な
ど
、道

路
管
理
者
や
警
察
に
相
談
し

た
い
。

川
内
駅
前
通
り
の
街
路
灯
に

つ
い
て
問
う

問  

電
気
の
ま
ち
薩
摩
川
内

市
に
お
い
て
、夜
間
の
見
通

し
が
悪
く
犯
罪
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。街
路
灯
な
ど
で
明

る
く
で
き
な
い
か

答  

今
後
も
道
路
管
理
者
で

あ
る
県
と
連
携
し
な
が
ら
街

問  

急
激
な
米
の
価
格
下
落

が
心
配
さ
れ
る
が
、水
稲
農

家
へ
の
支
援
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答  

国
は
需
要
に
応
じ
た
生

産
を
基
本
と
し
て
、新
た
な

水
田
政
策
を
検
討
し
て
い

る
。市
と
し
て
は
、今
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
法
や
国
会
で
審
議
中
の
食

糧
法
の
改
正
措
置
と
い
っ
た

国
の
動
向
等
を
十
分
に
注
視

し
た
い
。

問  
農
業
近
代
化
資
金
利
子

補
給
金
に
お
け
る
市
の
利
子

補
給
率
１.０
％
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答  

全
国
的
に
利
子
が
上
が

る
方
向
で
あ
る
た
め
、今
後
の

金
利
の
状
況
と
国
及
び
県
の

動
向
等
を
十
分
に
注
視
し
た

い
。

問  

本
市
を
子
育
て
の
地
と

し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、保
育
料
の
低
廉
化
、あ
る

い
は
無
償
化
を
実
施
で
き
な

い
か

答  

本
市
の
保
育
料
は
、国
の

徴
収
基
準
額
に
対
し
て
、30
％

か
ら
55
％
の
独
自
の
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、年
齢
制

限
な
し
の
多
子
軽
減
に
つ
い
て

も
、国
の
基
準
と
異
な
り
、所

得
制
限
な
し
で
実
施
し
て
い

る
。現
状
の
市
独
自
の
軽
減

策
に
約
２
億
円
を
要
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、保
育
料
の
更
な

る
軽
減
に
は
、新
た
に
毎
年
度

約
２
億
円
の
予
算
が
必
要
に

な
る
。

問  

要
望
が
多
い
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
基
本
料
金
の
一

部
あ
る
い
は
全
額
補
助
を
実

施
で
き
な
い
か
。

答  

現
在
、放
課
後
児
童
ク

路
灯
の
L
E
D
化
を
進
め
、

夜
間
に
お
け
る
安
全
性
の
確

保
や
防
犯
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク

問  

年
度
初
め
４
月
の
早
い

時
期
で
も
、１
日
ド
ッ
ク・

１
泊
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
人
が
い
る
と
聞
く

が
、助
成
金
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答  

本
市
は
被
保
険
者
に
お

け
る
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
割

合
や
助
成
額
が
県
下
で
も
高

い
水
準
に
あ
る
。現
段
階
に

お
い
て
予
算
の
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
が
、他
の
市
町
村

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。

①
建
物
に
関
す
る
こ
と

②�

学
童
保
育
施
設
の
防
犯
対
策

③
市
役
所
職
員
の
辞
職
状
況

入
来
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通
の

ル
ー
ト
見
直
し
は

問  

生
鮮
食
料
品
や
日
用
品

を
扱
う
店
舗
が
減
少
す
る
入

来
地
域
か
ら
、店
舗
が
充
実

し
て
い
る
市
比
野
地
区
へ
運

行
で
き
る
よ
う
、デ
マ
ン
ド

交
通
の
運
行
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答  

入
来
地
域
の
５
地
区
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
も
連

名
で
要
望
が
挙
が
っ
て
い
る

が
、見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

薩
摩
川
内
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、影
響
を
受
け
る
関
係

者
と
の
協
議
を
行
って
い
き
た

い
。

①�
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
業

務
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導

入
で
き
な
い
か
提
案
し
た

が
、そ
の
後
の
取
組
経
過

を
問
う

②
防
火
対
策
の
現
状
を
問
う

ラ
ブ
に
対
し
て
は
、運
営
補
助

金
本
体
と
し
て
の
約
３
億
円

を
は
じ
め
、加
算
等
の
補
助
金

も
合
わ
せ
、関
連
で
約
６
億
円

を
超
え
る
予
算
を
措
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、更
に
補
助
金

を
増
額
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

新
規
事
業
所
開
設
を
支
援
す

る
補
助
制
度
に
つ
い
て
問
う

問  

本
市
外
で
事
業
を
営
む

本
市
在
住
者
が
、本
市
に
新

規
事
業
所
を
開
設
す
る
際
に

活
用
で
き
る
補
助
制
度
等
は

あ
る
か
。

答  

創
業
支
援
事
業
補
助
金

や
特
定
地
域
産
業
立
地
支
援

事
業
補
助
金
制
度
の
ほ
か
、

甑
島
地
域
創
業
支
援
事
業
補

助
金
、魅
力
あ
る
オ
フ
ィ
ス
立

地
支
援
補
助
金
、企
業
立
地

支
援
補
助
金
な
ど
の
制
度
を

設
け
て
い
る
。

○�

子
育
て
応
援
券
及
び
産

後
ケ
ア
応
援
券
の
利
用
促

進
、登
録
店
舗
拡
充
等

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
も
と元

　
勉つ

と
む

子
ど
も
預
か
り
環
境
の

　
　
　
　
今
後
に
つ
い
て
問
う

上う
え
の野

　
真し

ん
い
ち一

農
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
問
う

森も
り
な
が永

　
靖や

す
こ子

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
の

　
　
　
　
送
迎
に
つ
い
て
問
う
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問  

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
と
屋
内
プ
ー
ル
の
新

設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答  

合
宿
団
体
か
ら
も
要
望

は
あ
る
が
、財
政
状
況
や
施

設
の
利
用
頻
度
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

問  

大
原
野
池
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
現
在
の
18
ホ
ー

ル
か
ら
36
ホ
ー
ル
へ
拡
充
を

求
め
る
声
が
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答  

令
和
７
年
度
の
利
用
者

数
は
１
万
４
千
人
で
あ
り
、市

外
か
ら
の
利
用
者
も
増
え
て

い
る
。今
後
の
整
備
に
つ
い
て

は
、施
設
管
理
の
在
り
方
を

見
据
え
つ
つ
、財
政
状
況
や
利

用
頻
度
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法

に
つ
い
て
問
う

問  

本
年
10
月
１
日
か
ら
、

法
改
正
に
よ
り
職
場
に
お
け

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
た
め
の
雇
用
管
理

上
の
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
が
、こ
う
し
た
国
の
動
き

に
対
す
る
市
の
対
応
は

答  

現
在
、鹿
児
島
県
が
事

業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
計
画
で
あ
り
、市
と
し
て

は
県
の
動
向
を
確
認
し
つ
つ
、

川
内
商
工
会
議
所
や
薩
摩
川

内
市
商
工
会
な
ど
の
経
済
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問  

市
職
員
向
け
の
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

か
し
、改
正
法
施
行
を
機
に
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答  

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

国
、県
や
他
自
治
体
の
動
向
、

市
内
事
業
者
へ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

成な
り
か
わ川

　幸こ
う
た
ろ
う
太
郎

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
問
う
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般
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委
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視
察
の
調
査
結
果
を
、６
月
定
例
会
で

報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
内
容
の
詳
細
は
、市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

⑴
調
査
日

　
５
月
20
日

　
～
５
月
22
日

⑵
調
査
項
目

　
①�

自
治
会
等
に
お
け
る

地
域
活
動
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て

【
北
海
道
札
幌
市
】

　
②�

地
域
公
共
交
通
計
画

に
つ
い
て

【
北
海
道
恵
庭
市
】

　
③�

地
域
公
共
交
通（
自
動

運
転
バ
ス
実
証
実
験
）

に
つ
い
て

【
北
海
道
千
歳
市
】

⑴
調
査
日

　
５
月
12
日

　
～
５
月
14
日

⑵
調
査
項
目
　

　
①�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
及
び
子
育

て
支
援
複
合
施
設

「
A
G
E
C
O
C
O

（
あ
げ
こ
こ
）」に
つ
い
て

【
埼
玉
県
上
尾
市
】

　
②�

身
元
確
認
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

【
埼
玉
県
入
間
市
】

　
③�

わ
こ
う
版
ネ
ウ
ボ
ラ

に
つ
い
て

【
埼
玉
県
和
光
市
】

⑴
調
査
日

　
５
月
12
日

　
～
５
月
14
日

⑵
調
査
項
目

　
①�

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

【
山
口
県
宇
部
市
】

　
②�

姫
路
駅
周
辺
整
備
及

び
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進

計
画
に
つ
い
て

【
兵
庫
県
姫
路
市
】

　
③�

松
阪
牛
を
は
じ
め
と

す
る
畜
産
振
興
と
地

域
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
に
つ
い
て

【
三
重
県
松
阪
市
】

ぶ
学
ら
か
外

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

北海道札幌市�視察状況

埼玉県和光市�視察状況

三重県松阪市�視察状況

次の意見書を可決し、関係行政庁等に提出しました。
意 見 書

◆地方財政の充実・強化に関する意見書
（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大

臣、総務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、デジ
タル大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策　少子
化対策　若者活躍　男女共同参画、共生・共助）

◆義務教育費国庫負担制度負担率の引上げを図
るための、2027年度政府予算に係る意見書
（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

薩摩川内市議会だより　No.889

　
　

補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人

視
察
報
告
・
意
見
書



問  

可
愛
小
学
校
と
川
内
高

等
学
校
付
近
及
び
川
内
北

中
学
校
付
近
に
お
け
る
、送

迎
時
の
車
の
渋
滞
解
消
対
策

は
。ま
た
、可
愛
小
学
校
か
ら

国
道
３
号
へ
出
る
際
、右
折

禁
止
に
で
き
な
い
か
。

答  

各
学
校
に
お
い
て
、保
護

者
等
に
対
し
、送
迎
の
在
り

方
や
駐
停
車
場
所
に
つ
い
て
マ

ナ
ー
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、市

と
し
て
も
、今
後
も
学
校
や

警
察
と
状
況
を
共
有
し
、渋

滞
緩
和
に
つ
い
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。右
折
禁
止
の
要
望

箇
所
に
つ
い
て
は
、通
学
路
安

全
推
進
会
議
の
議
題
と
し
て

道
路
診
断
に
か
け
る
な
ど
、道

路
管
理
者
や
警
察
に
相
談
し

た
い
。

川
内
駅
前
通
り
の
街
路
灯
に

つ
い
て
問
う

問  

電
気
の
ま
ち
薩
摩
川
内

市
に
お
い
て
、夜
間
の
見
通

し
が
悪
く
犯
罪
を
招
く
恐
れ

が
あ
る
。街
路
灯
な
ど
で
明

る
く
で
き
な
い
か

答  

今
後
も
道
路
管
理
者
で

あ
る
県
と
連
携
し
な
が
ら
街

問  

急
激
な
米
の
価
格
下
落

が
心
配
さ
れ
る
が
、水
稲
農

家
へ
の
支
援
を
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答  

国
は
需
要
に
応
じ
た
生

産
を
基
本
と
し
て
、新
た
な

水
田
政
策
を
検
討
し
て
い

る
。市
と
し
て
は
、今
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
た
食
料
シ
ス
テ

ム
法
や
国
会
で
審
議
中
の
食

糧
法
の
改
正
措
置
と
い
っ
た

国
の
動
向
等
を
十
分
に
注
視

し
た
い
。

問  

農
業
近
代
化
資
金
利
子

補
給
金
に
お
け
る
市
の
利
子

補
給
率
１.０
％
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答  

全
国
的
に
利
子
が
上
が

る
方
向
で
あ
る
た
め
、今
後
の

金
利
の
状
況
と
国
及
び
県
の

動
向
等
を
十
分
に
注
視
し
た

い
。

問  

本
市
を
子
育
て
の
地
と

し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、保
育
料
の
低
廉
化
、あ
る

い
は
無
償
化
を
実
施
で
き
な

い
か

答  

本
市
の
保
育
料
は
、国
の

徴
収
基
準
額
に
対
し
て
、30
％

か
ら
55
％
の
独
自
の
軽
減
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
、年
齢
制

限
な
し
の
多
子
軽
減
に
つ
い
て

も
、国
の
基
準
と
異
な
り
、所

得
制
限
な
し
で
実
施
し
て
い

る
。現
状
の
市
独
自
の
軽
減

策
に
約
２
億
円
を
要
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、保
育
料
の
更
な

る
軽
減
に
は
、新
た
に
毎
年
度

約
２
億
円
の
予
算
が
必
要
に

な
る
。

問  

要
望
が
多
い
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
基
本
料
金
の
一

部
あ
る
い
は
全
額
補
助
を
実

施
で
き
な
い
か
。

答  

現
在
、放
課
後
児
童
ク

路
灯
の
L
E
D
化
を
進
め
、

夜
間
に
お
け
る
安
全
性
の
確

保
や
防
犯
性
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク

問  

年
度
初
め
４
月
の
早
い

時
期
で
も
、１
日
ド
ッ
ク・

１
泊
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
人
が
い
る
と
聞
く

が
、助
成
金
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答  

本
市
は
被
保
険
者
に
お

け
る
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
割

合
や
助
成
額
が
県
下
で
も
高

い
水
準
に
あ
る
。現
段
階
に

お
い
て
予
算
の
拡
充
は
考
え

て
い
な
い
が
、他
の
市
町
村

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り

た
い
。

①
建
物
に
関
す
る
こ
と

②�

学
童
保
育
施
設
の
防
犯
対
策

③
市
役
所
職
員
の
辞
職
状
況

入
来
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通
の

ル
ー
ト
見
直
し
は

問  

生
鮮
食
料
品
や
日
用
品

を
扱
う
店
舗
が
減
少
す
る
入

来
地
域
か
ら
、店
舗
が
充
実

し
て
い
る
市
比
野
地
区
へ
運

行
で
き
る
よ
う
、デ
マ
ン
ド

交
通
の
運
行
を
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答  

入
来
地
域
の
５
地
区
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
も
連

名
で
要
望
が
挙
が
っ
て
い
る

が
、見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

薩
摩
川
内
市
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、影
響
を
受
け
る
関
係

者
と
の
協
議
を
行
って
い
き
た

い
。

①�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
業

務
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導

入
で
き
な
い
か
提
案
し
た

が
、そ
の
後
の
取
組
経
過

を
問
う

②
防
火
対
策
の
現
状
を
問
う

ラ
ブ
に
対
し
て
は
、運
営
補
助

金
本
体
と
し
て
の
約
３
億
円

を
は
じ
め
、加
算
等
の
補
助
金

も
合
わ
せ
、関
連
で
約
６
億
円

を
超
え
る
予
算
を
措
置
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、更
に
補
助
金

を
増
額
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

新
規
事
業
所
開
設
を
支
援
す

る
補
助
制
度
に
つ
い
て
問
う

問  

本
市
外
で
事
業
を
営
む

本
市
在
住
者
が
、本
市
に
新

規
事
業
所
を
開
設
す
る
際
に

活
用
で
き
る
補
助
制
度
等
は

あ
る
か
。

答  

創
業
支
援
事
業
補
助
金

や
特
定
地
域
産
業
立
地
支
援

事
業
補
助
金
制
度
の
ほ
か
、

甑
島
地
域
創
業
支
援
事
業
補

助
金
、魅
力
あ
る
オ
フ
ィ
ス
立

地
支
援
補
助
金
、企
業
立
地

支
援
補
助
金
な
ど
の
制
度
を

設
け
て
い
る
。

○�

子
育
て
応
援
券
及
び
産

後
ケ
ア
応
援
券
の
利
用
促

進
、登
録
店
舗
拡
充
等

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

そ
の
他
の
質
問
通
告

山や
ま
も
と元

　
勉つ

と
む

子
ど
も
預
か
り
環
境
の

　
　
　
　
今
後
に
つ
い
て
問
う

上う
え
の野

　
真し

ん
い
ち一

農
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
問
う

森も
り
な
が永

　
靖や

す
こ子

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
の

　
　
　
　
送
迎
に
つ
い
て
問
う

薩摩川内市議会だより　No.88 8

問  

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
と
屋
内
プ
ー
ル
の
新

設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答  

合
宿
団
体
か
ら
も
要
望

は
あ
る
が
、財
政
状
況
や
施

設
の
利
用
頻
度
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

問  

大
原
野
池
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
現
在
の
18
ホ
ー

ル
か
ら
36
ホ
ー
ル
へ
拡
充
を

求
め
る
声
が
あ
る
が
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答  

令
和
７
年
度
の
利
用
者

数
は
１
万
４
千
人
で
あ
り
、市

外
か
ら
の
利
用
者
も
増
え
て

い
る
。今
後
の
整
備
に
つ
い
て

は
、施
設
管
理
の
在
り
方
を

見
据
え
つ
つ
、財
政
状
況
や
利

用
頻
度
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法

に
つ
い
て
問
う

問  

本
年
10
月
１
日
か
ら
、

法
改
正
に
よ
り
職
場
に
お
け

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
た
め
の
雇
用
管
理

上
の
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
が
、こ
う
し
た
国
の
動
き

に
対
す
る
市
の
対
応
は

答  

現
在
、鹿
児
島
県
が
事

業
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
計
画
で
あ
り
、市
と
し
て

は
県
の
動
向
を
確
認
し
つ
つ
、

川
内
商
工
会
議
所
や
薩
摩
川

内
市
商
工
会
な
ど
の
経
済
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

問  

市
職
員
向
け
の
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い

る
が
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

か
し
、改
正
法
施
行
を
機
に
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
条
例
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答  

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

国
、県
や
他
自
治
体
の
動
向
、

市
内
事
業
者
へ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

成な
り
か
わ川

　幸こ
う
た
ろ
う
太
郎

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　つ
い
て
問
う
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補
正
予
算

総
括
質
疑

　
　
　
　

　
　
　並び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

市
民
登
場
コ
ラ
ム

視
察
報
告
・
意
見
書

　
視
察
の
調
査
結
果
を
、６
月
定
例
会
で

報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
内
容
の
詳
細
は
、市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

⑴
調
査
日

　
５
月
20
日

　
～
５
月
22
日

⑵
調
査
項
目

　
①�

自
治
会
等
に
お
け
る

地
域
活
動
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て

【
北
海
道
札
幌
市
】

　
②�

地
域
公
共
交
通
計
画

に
つ
い
て

【
北
海
道
恵
庭
市
】

　
③�
地
域
公
共
交
通（
自
動

運
転
バ
ス
実
証
実
験
）

に
つ
い
て

【
北
海
道
千
歳
市
】

⑴
調
査
日

　
５
月
12
日

　
～
５
月
14
日

⑵
調
査
項
目
　

　
①�

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
及
び
子
育

て
支
援
複
合
施
設

「
A
G
E
C
O
C
O

（
あ
げ
こ
こ
）」に
つ
い
て

【
埼
玉
県
上
尾
市
】

　
②�

身
元
確
認
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

【
埼
玉
県
入
間
市
】

　
③�

わ
こ
う
版
ネ
ウ
ボ
ラ

に
つ
い
て

【
埼
玉
県
和
光
市
】

⑴
調
査
日

　
５
月
12
日

　
～
５
月
14
日

⑵
調
査
項
目

　
①�

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
つ
い
て

【
山
口
県
宇
部
市
】

　
②�

姫
路
駅
周
辺
整
備
及

び
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進

計
画
に
つ
い
て

【
兵
庫
県
姫
路
市
】

　
③�

松
阪
牛
を
は
じ
め
と

す
る
畜
産
振
興
と
地

域
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
に
つ
い
て

【
三
重
県
松
阪
市
】

ぶ
学
ら
か
外

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

北海道札幌市�視察状況

埼玉県和光市�視察状況

三重県松阪市�視察状況

次の意見書を可決し、関係行政庁等に提出しました。
意 見 書

◆地方財政の充実・強化に関する意見書
（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大

臣、総務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、デジ
タル大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策　少子
化対策　若者活躍　男女共同参画、共生・共助）

◆義務教育費国庫負担制度負担率の引上げを図
るための、2027年度政府予算に係る意見書
（提出先）�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣
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補
正
予
算

総
括
質
疑
　
　
　
　

　
　
　並
び
に
一
般
質
問

委
員
会
報
告

議
決
結
果
等
一
覧

き
ら
り
★
さ
き
が
け
人

視
察
報
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・
意
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川内原子力発電所対策調査特別委員会

乾式貯蔵施設建設に関連して
六ヶ所再処理工場の現状について調査と公表を求める陳情
◆討論
（反対）六ヶ所再処理工場の技術的状況や再処理
能力、耐震工事の状況について調査し、市民に
公表することを求めているが、原子力規制委員
会の所管に属する部分が大きく、本市が独自に
立ち入り技術的に評価し、再処理の可否や耐震
補強を判定できる権限や専門体制を有している
わけではない。また、川内原発敷地内の乾式貯
蔵施設について、一時的な保管ではなく半永久
的に置かれるおそれがあると強く懸念している
が、乾式貯蔵施設は法制度上、最終処分場とし
て申請されているものではなく、使用済燃料の
貯蔵方法を多様化し、既存燃料プールに集中し
ている状態を緩和するための施設とされている。
市民の不安への配慮は十分必要であるが、陳情内容をそのまま採択することには賛成できない。

（賛成）再処理工場の本格稼働は既に２７回失敗し延期されているが、本年度稼働できるのか何
ら情報がない。また、再処理工場では年間１３０体程度しか処理できないとのことであれば、
既に六ヶ所に搬送されている使用済燃料は９９１体もあることから、まずこの処理に相当の時
間を要し、さらに４基の原発が稼働すれば、年間２００体程度の使用済燃料が発生する可能性
があるため、再処理工場では処理しきれず溜まる一方になる。しかも、現状使用済燃料はステッ
プ２燃料であり、技術的、制度的に今の六ケ所では再処理対象外であることを踏まえると、九
州電力㈱が一時的な保管場所としていることは疑わしい。これまでの議論で明らかになったこ
ともあることから、その事実を公表することは何ら我々の権能を超えるものではない。

陳情審査

総務文教委員会

採択
 すべき

可決
 すべき

陳情審査
義務教育費国庫負担制度負担率の引上げを
図るための、２０２７年度政府予算に係る
意見書提出を求める陳情

所管事務
支所における職員数
業務量の調査と適切な人員配置を

◆意見
　「国の負担率が増えるこ
とで、過酷な環境のため受
験者数が低迷している教職
員の働き方改革にもつなが
る」旨の意見が述べられた。

◆要望
　支所における職員の定数
管理について、支所ごとに
来客数が異なる中で、画一
的な人員配置となっている
ことから、業務量の調査結
果を踏まえ、適切な人員配
置となるよう検討されたい。

産業建設委員会

薩摩川内市工業等開発促進条例等の
一部を改正する条例の制定について
◆討論
（反対）ＡＩデータセンターの
具体的内容について、十分な
説明がなく、固定資産税に係
る減免の程度も想定できない
とのことである。また、ＡＩ
データセンターは様々な課題
を含んでおり、適切な誘致か
どうか明らかでない。

議案審査
甑島の住環境整備
改善に向けた制度設計や協力体制の構築を
◆要望
　甑島における住環境の
整備については、移住定
住の促進や人手不足の解
消にもつながることから、
住環境の改善に向けた制
度設計や地域における協力体制の構築などを進め
られたい。

所管事務

不採択とすべき

生活福祉委員会

ごみ屋敷対策
地域住民の安全確保に向けた適切な指導を
◆要望
　ごみ等の堆積家屋（いわゆ
るごみ屋敷対策）については、
大量のカセットコンロ用ガス
缶が発見され、近隣の山林へ
の火災リスクが懸念される事案が確認されてい
ることから、職員の負担軽減に配慮しながら、
地域住民の安全確保に向け、引き続き適切な指
導に取り組まれたい。

所管事務
地域医療体制の構築
財政負担と医療維持の両立を
◆要望
　地域医療体制の構築に当
たっては、財政負担と医療
維持の両立や他自治体の先
進事例を参考にしながら全
体最適を目指すとともに、方針決定前に市
民意見を広く聴取し、地域の実情を反映し
た持続可能なものとされたい。

所管事務

約40m
約40m

高さ
約15m

【乾式貯蔵建屋（イメージ）】

私たちが慎重にチェック！

※ 録画中継はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

《開催日》　総務文教委員会・・・６月２６日　生活福祉委員会・・・６月２９日
　　　　　産業建設委員会・・・６月２５日
　　　　　川内原子力発電所対策調査特別委員会・・・３月１６日・６月３０日
　　　　　議員定数等調査特別委員会・・・・・・・・令和７年１０月２０日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年　５月１８日（８日間）

委員会
報
告

写真：第３委員会室

６月定例会では、次の日程で各委員会を開催し、付託された議案や所管事務等を
審査しました。このコーナーでは、その一部をご紹介します。
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川内原子力発電所対策調査特別委員会

乾式貯蔵施設建設に関連して
六ヶ所再処理工場の現状について調査と公表を求める陳情
◆討論
（反対）六ヶ所再処理工場の技術的状況や再処理
能力、耐震工事の状況について調査し、市民に
公表することを求めているが、原子力規制委員
会の所管に属する部分が大きく、本市が独自に
立ち入り技術的に評価し、再処理の可否や耐震
補強を判定できる権限や専門体制を有している
わけではない。また、川内原発敷地内の乾式貯
蔵施設について、一時的な保管ではなく半永久
的に置かれるおそれがあると強く懸念している
が、乾式貯蔵施設は法制度上、最終処分場とし
て申請されているものではなく、使用済燃料の
貯蔵方法を多様化し、既存燃料プールに集中し
ている状態を緩和するための施設とされている。
市民の不安への配慮は十分必要であるが、陳情内容をそのまま採択することには賛成できない。

（賛成）再処理工場の本格稼働は既に２７回失敗し延期されているが、本年度稼働できるのか何
ら情報がない。また、再処理工場では年間１３０体程度しか処理できないとのことであれば、
既に六ヶ所に搬送されている使用済燃料は９９１体もあることから、まずこの処理に相当の時
間を要し、さらに４基の原発が稼働すれば、年間２００体程度の使用済燃料が発生する可能性
があるため、再処理工場では処理しきれず溜まる一方になる。しかも、現状使用済燃料はステッ
プ２燃料であり、技術的、制度的に今の六ケ所では再処理対象外であることを踏まえると、九
州電力㈱が一時的な保管場所としていることは疑わしい。これまでの議論で明らかになったこ
ともあることから、その事実を公表することは何ら我々の権能を超えるものではない。

陳情審査

総務文教委員会

採択
 すべき

可決
 すべき

陳情審査
義務教育費国庫負担制度負担率の引上げを
図るための、２０２７年度政府予算に係る
意見書提出を求める陳情

所管事務
支所における職員数
業務量の調査と適切な人員配置を

◆意見
　「国の負担率が増えるこ
とで、過酷な環境のため受
験者数が低迷している教職
員の働き方改革にもつなが
る」旨の意見が述べられた。

◆要望
　支所における職員の定数
管理について、支所ごとに
来客数が異なる中で、画一
的な人員配置となっている
ことから、業務量の調査結
果を踏まえ、適切な人員配
置となるよう検討されたい。

産業建設委員会

薩摩川内市工業等開発促進条例等の
一部を改正する条例の制定について
◆討論
（反対）ＡＩデータセンターの
具体的内容について、十分な
説明がなく、固定資産税に係
る減免の程度も想定できない
とのことである。また、ＡＩ
データセンターは様々な課題
を含んでおり、適切な誘致か
どうか明らかでない。

議案審査
甑島の住環境整備
改善に向けた制度設計や協力体制の構築を
◆要望
　甑島における住環境の
整備については、移住定
住の促進や人手不足の解
消にもつながることから、
住環境の改善に向けた制
度設計や地域における協力体制の構築などを進め
られたい。

所管事務

不採択とすべき

生活福祉委員会

ごみ屋敷対策
地域住民の安全確保に向けた適切な指導を
◆要望
　ごみ等の堆積家屋（いわゆ
るごみ屋敷対策）については、
大量のカセットコンロ用ガス
缶が発見され、近隣の山林へ
の火災リスクが懸念される事案が確認されてい
ることから、職員の負担軽減に配慮しながら、
地域住民の安全確保に向け、引き続き適切な指
導に取り組まれたい。

所管事務
地域医療体制の構築
財政負担と医療維持の両立を
◆要望
　地域医療体制の構築に当
たっては、財政負担と医療
維持の両立や他自治体の先
進事例を参考にしながら全
体最適を目指すとともに、方針決定前に市
民意見を広く聴取し、地域の実情を反映し
た持続可能なものとされたい。

所管事務

約40m
約40m

高さ
約15m

【乾式貯蔵建屋（イメージ）】

私たちが慎重にチェック！

※ 録画中継はこちら　→※ 各種委員長報告の全文はこちら　→

《開催日》　総務文教委員会・・・６月２６日　生活福祉委員会・・・６月２９日
　　　　　産業建設委員会・・・６月２５日
　　　　　川内原子力発電所対策調査特別委員会・・・３月１６日・６月３０日
　　　　　議員定数等調査特別委員会・・・・・・・・令和７年１０月２０日～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年　５月１８日（８日間）

委員会
報
告

写真：第３委員会室

６月定例会では、次の日程で各委員会を開催し、付託された議案や所管事務等を
審査しました。このコーナーでは、その一部をご紹介します。
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請願の処理状況
請願
番号 請　　願　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

2 地方財政の充実・強化に関する意見書提出についての請願書 薩摩川内市
職員労働組合 総文 採　　択 賛成多数

陳情の処理状況
陳情
番号 陳　　情　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

1 乾式貯蔵施設建設に関連して六ヶ所再処理工場の現状について調査と公表を求める
陳情

川内原発
建設反対

連絡協議会
原特 不　採　択 賛成少数

3 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための、２０２７年度政府予算に
係る意見書提出を求める陳情 榎園 智香子 総文 採　　択 賛成多数

4 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るための、２０２７年度政府予算に係る
意見書提出を求める陳情 榎園 智香子 総文 継続審査 ‐

5

公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保に関する教育
委員会への確認等を求める陳情
（ 反対討論）本陳情を採択することは、政治的中立性どころか、憲法で保障されて

いる良心や言論の自由まで奪いかねない。
（ 反対討論）教育の政治的中立性や修学旅行等において、安全確保が重要であるこ

とに異論はないが、本陳情は、教育に政治が介入する危険性をはらんだものである。

学校教育の
中立性と

透明性を守る
鹿児島県民の会

総文 不　採　択 賛成少数

6 市の認可地縁団体認可行政における地方自治法違反の疑いに関し市議会での真相究
明と違法状態是正を求める陳情 齊藤 忠麿 総文 閉会中の継続審査

議員定数等調査特別委員会

議員定数及び議員報酬に関する調査（中間報告）
◆協議

（協議内容）議員定数について協議を行った。
（意見）「本市は広い行政面積に加え、島しょ

部も有しているため、これ以上定数を減ら
すことは、市民の声を減らすことと同義で
ある」、「過疎地域の声を代弁する議員も必
要であるため、安易に削減を進めることに
は問題がある」といった意見が述べられた。

◆協議
（協議内容）議員報酬の改定について、市民

の意向を把握し、市議会の意見を反映させ
る手法について協議を行った。

（決定事項）市議会の意見を反映させる手法
については、市長に対し特別職報酬等審議
会への諮問要請を行うこととした。特別職
報酬等審議会への諮問要請については、そ
の協議を別途議長にお願いする旨委員長が
提案し了承された。

調査・検討

６月定例会このようになりました
会　　　期 令和８年６月８日～令和８年７月６日（２９日間）

議決等件数 原案可決 １９件（条例３件、予算６件、その他１０件）
承　　認 ２件 同　　意 １件

請　　　願 採択　１件 陳　　情 採択　１件　不採択　２件

○総文：総務文教委員会
○生福：生活福祉委員会
○産建：産業建設委員会
○原特：川内原子力発電所対策調査特別委員会

付
託
先
凡
例

議決結果

※ 本記事における ｢全会一致｣ は、議長を除く出席者全員が賛成であったことを示します。
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議案の議決結果等
議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

101 電源立地地域対策交付金事業長浜地区コミュニティセンター新築（建築）工事請負契約の締結について ‐ 原案可決 全会一致
102 薩摩川内市入来麓交流館条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
103 防災行政無線市システム更新事業（第3期）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
104 薩摩川内市税条例の一部を改正する条例の制定について 生福 原案可決 全会一致

105

薩摩川内市工業等開発促進条例等の一部を改正する条例の制定について
（ 反対討論）今必要なのは企業立地の支援ではなく、地元事業者への直接的な支援であることから、

市税の減免等を行うのであれば、その効果と財政への影響を明らかにし、市民生活の向上に資す
る制度であることを示すべきである。

産建 原案可決 賛成多数

106
財産の無償貸付について
本市が企業版ふるさと納税により寄附を受けたテント型サウナ室について、市比野温泉地域の活性
化に取り組んでいる団体に地域活性化を目的として無償貸付するもの。

産建 原案可決 全会一致

107
新たに生じた土地の確認について
鹿児島県が令和８年２月２７日及び同年３月１１日に鹿児島県知事の竣功認可を受けたため、薩摩
川内市港町の地先公有水面の埋立地について、新たに生じた土地として確認するもの

産建 原案可決 全会一致

108
字の区域の変更について
国及び鹿児島県がふ頭用地として施行した公有水面埋立工事により新たに土地が生じたので、字の
区域を変更しようとするもの

産建 原案可決 全会一致

109 ５災第１号市道江石里線道路災害復旧工事請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
110 防災・安全交付金事業開戸橋耐震補強（P2）工事請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
111 令和８年度薩摩川内市一般会計補正予算 各常任 原案可決 賛成多数
112 令和８年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業特別会計補正予算 産建 原案可決 全会一致
113 令和８年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算 生福 原案可決 全会一致
114 令和８年度薩摩川内市簡易水道事業会計補正予算 生福 原案可決 全会一致
115 令和８年度薩摩川内市下水道事業会計補正予算 生福 原案可決 全会一致

116 財産の取得について
移動図書館車の更新のため、移動図書館車を取得するもの ‐ 原案可決 全会一致

117 固定資産評価員の選任について ‐ 同　　意 全会一致
118 令和８年度薩摩川内市一般会計補正予算 ‐ 原案可決 全会一致
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請願の処理状況
請願
番号 請　　願　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

2 地方財政の充実・強化に関する意見書提出についての請願書 薩摩川内市
職員労働組合 総文 採　　択 賛成多数

陳情の処理状況
陳情
番号 陳　　情　　の　　件　　名 提出者 付託

委員会 議決結果

1 乾式貯蔵施設建設に関連して六ヶ所再処理工場の現状について調査と公表を求める
陳情

川内原発
建設反対

連絡協議会
原特 不　採　択 賛成少数

3 義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げを図るための、２０２７年度政府予算に
係る意見書提出を求める陳情 榎園 智香子 総文 採　　択 賛成多数

4 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図るための、２０２７年度政府予算に係る
意見書提出を求める陳情 榎園 智香子 総文 継続審査 ‐

5

公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保に関する教育
委員会への確認等を求める陳情
（ 反対討論）本陳情を採択することは、政治的中立性どころか、憲法で保障されて

いる良心や言論の自由まで奪いかねない。
（ 反対討論）教育の政治的中立性や修学旅行等において、安全確保が重要であるこ

とに異論はないが、本陳情は、教育に政治が介入する危険性をはらんだものである。

学校教育の
中立性と

透明性を守る
鹿児島県民の会

総文 不　採　択 賛成少数

6 市の認可地縁団体認可行政における地方自治法違反の疑いに関し市議会での真相究
明と違法状態是正を求める陳情 齊藤 忠麿 総文 閉会中の継続審査

議員定数等調査特別委員会

議員定数及び議員報酬に関する調査（中間報告）
◆協議

（協議内容）議員定数について協議を行った。
（意見）「本市は広い行政面積に加え、島しょ

部も有しているため、これ以上定数を減ら
すことは、市民の声を減らすことと同義で
ある」、「過疎地域の声を代弁する議員も必
要であるため、安易に削減を進めることに
は問題がある」といった意見が述べられた。

◆協議
（協議内容）議員報酬の改定について、市民

の意向を把握し、市議会の意見を反映させ
る手法について協議を行った。

（決定事項）市議会の意見を反映させる手法
については、市長に対し特別職報酬等審議
会への諮問要請を行うこととした。特別職
報酬等審議会への諮問要請については、そ
の協議を別途議長にお願いする旨委員長が
提案し了承された。

調査・検討

６月定例会このようになりました
会　　　期 令和８年６月８日～令和８年７月６日（２９日間）

議決等件数 原案可決 １９件（条例３件、予算６件、その他１０件）
承　　認 ２件 同　　意 １件

請　　　願 採択　１件 陳　　情 採択　１件　不採択　２件

○総文：総務文教委員会
○生福：生活福祉委員会
○産建：産業建設委員会
○原特：川内原子力発電所対策調査特別委員会

付
託
先
凡
例

議決結果

※ 本記事における ｢全会一致｣ は、議長を除く出席者全員が賛成であったことを示します。

薩摩川内市議会だより　No.88 12

議案の議決結果等
議案
番号 議　　案　　の　　件　　名　　・　　概　　要 付託

委員会 議決結果

101 電源立地地域対策交付金事業長浜地区コミュニティセンター新築（建築）工事請負契約の締結について ‐ 原案可決 全会一致
102 薩摩川内市入来麓交流館条例の一部を改正する条例の制定について 総文 原案可決 全会一致
103 防災行政無線市システム更新事業（第3期）工事請負契約の締結について 生福 原案可決 全会一致
104 薩摩川内市税条例の一部を改正する条例の制定について 生福 原案可決 全会一致

105

薩摩川内市工業等開発促進条例等の一部を改正する条例の制定について
（ 反対討論）今必要なのは企業立地の支援ではなく、地元事業者への直接的な支援であることから、

市税の減免等を行うのであれば、その効果と財政への影響を明らかにし、市民生活の向上に資す
る制度であることを示すべきである。

産建 原案可決 賛成多数

106
財産の無償貸付について
本市が企業版ふるさと納税により寄附を受けたテント型サウナ室について、市比野温泉地域の活性
化に取り組んでいる団体に地域活性化を目的として無償貸付するもの。

産建 原案可決 全会一致

107
新たに生じた土地の確認について
鹿児島県が令和８年２月２７日及び同年３月１１日に鹿児島県知事の竣功認可を受けたため、薩摩
川内市港町の地先公有水面の埋立地について、新たに生じた土地として確認するもの

産建 原案可決 全会一致

108
字の区域の変更について
国及び鹿児島県がふ頭用地として施行した公有水面埋立工事により新たに土地が生じたので、字の
区域を変更しようとするもの

産建 原案可決 全会一致

109 ５災第１号市道江石里線道路災害復旧工事請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
110 防災・安全交付金事業開戸橋耐震補強（P2）工事請負契約の変更について 産建 原案可決 全会一致
111 令和８年度薩摩川内市一般会計補正予算 各常任 原案可決 賛成多数
112 令和８年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業特別会計補正予算 産建 原案可決 全会一致
113 令和８年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算 生福 原案可決 全会一致
114 令和８年度薩摩川内市簡易水道事業会計補正予算 生福 原案可決 全会一致
115 令和８年度薩摩川内市下水道事業会計補正予算 生福 原案可決 全会一致

116 財産の取得について
移動図書館車の更新のため、移動図書館車を取得するもの ‐ 原案可決 全会一致

117 固定資産評価員の選任について ‐ 同　　意 全会一致
118 令和８年度薩摩川内市一般会計補正予算 ‐ 原案可決 全会一致
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第4回（９月）　定  例  会  予  定

市議会だよりは、国産竹を10％使った紙
（中越パルプ工業株式会社川内工場で製造）
を使用しています。

QRコードは（株）
デンソーウェーブ
の登録商標です。

市
議
会
Ｈ
Ｐ

請
願
・
陳
情
を

　
　

提
出
さ
れ
る
方
へ

　市
内
の
高
校
生
や
大
学
生

に
︑
市
議
会
だ
よ
り
を
直
接
手

渡
し
て
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
︑
市
政
や
市
議
会
に
関
心
を

持
�
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
︑
各
学
校
ご
理
解
の

も
と
︑
校
門
等
で
配
布
を
実
施

し
て
い
ま
す
︒

　ま
た
︑
広
報
委
員
が
直
接
取

材
を
行
い
︑
市
内
で
頑
張
�
て

い
ら
�
し
�
る
方
々
を
紹
介
す

る
コ
�
ナ
�
を
新
し
く
設
け
ま

し
た
︒
今
後
︑
ど
の
よ
う
な

方
々
が
登
場
さ
れ
る
の
か
乞
う

ご
期
待
く
だ
さ
い
︒

　市
議
会
だ
よ
り
は
今
後
も
進

化
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

（
山
元
　勉
）

　薩摩川内市議会では、本会議を傍
聴できます。団体で傍聴される場合
は、事前に議会事務局へご連絡くだ
さい。
【本会議の傍聴手順】
①市役所４階の議場傍聴席に行く。
②入口にある傍聴人受付簿に、住所・
　氏名・年齢等を記入する。
③傍聴人受付簿を受付箱に入れる。
④入場する。

本会議を傍聴しよう

〔
委 

員 

長
〕
山

　元

　
　
　勉

〔
副
委
員
長
〕
佐

　多

　貴

　文

〔
委

　
　員
〕
山

　平

　達

　也

　
　
　
　
　
　冨

　吉

　雄

　二

　
　
　
　
　
　宮

　野

　健

　一

　
　
　
　
　
　松

　野

　信

　作

広
報
委
員
会

自治体広報紙配信
アプリ「マチイロ」
ダウンロード
はこちら

　市
政
な
ど
に
対
し
︑意
見
や
要
望
が

あ
る
方
は
︑市
議
会
に
請
願
や
陳
情
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　陳
情
の
提
出
に
は
︑議
員
の
紹
介
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
︑請
願
の
提
出
に

は
︑市
議
会
議
員
の
紹
介（
１
人
以
上
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
︒

　要
件
や
提
出
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
︑次
の
Ｑ
Ｒ
コ
�
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

本
会
議
・
委
員
会
の

映
像
配
信

　本
会
議・委
員
会
の
様
子
は
︑イ

ン
タ
�
ネ
�
ト
の
映
像
配
信
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
︒

　お
手
持
ち
の
ス
マ
�
ト
フ
�
ン

や
パ
ソ
コ
ン
で
視
聴
で
き
ま
す
の

で
︑次
の
Ｑ
Ｒ
コ
�
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
ご
視
聴
く
だ
さ
い
︒

カメラアプリ等
からアクセス！ ⇒

カメラアプリ等
からアクセス！⇒

※傍聴席のモニターで
　議員の発言を字幕で
　確認できます。

　全国市議会議長会定期総会におい
て、議員勤続に係る表彰状の贈呈が
ありました。
　本市議会からは、１名の議員が表
彰され、６月１８日に表彰伝達式を
行いました。

【表彰議員】
　・今塩屋　裕一　議員
　　特別表彰（議員２０年以上）

議員表彰
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　月
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月

日 月 火 水 木 金 土

１０

本会議
（初日）

本会議
（最終日）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（決算）

常任委員会
（決算）

常任委員会
（決算）

【連絡・問合せ先】
・議会事務局　☎ 0996-22-8115
（音声ガイダンス後、内線3010）

お詫びと訂正
　薩摩川内市議会だより第８７号の４
ページ下段に掲載した「本会議討論」
のうち、反対討論の内容に誤りがあり
ました。
　お詫びして訂正いたします。

（誤）予算配分が市民の暮らしより開
　　発を要請するものであり、
　　　　　↓
（正）予算配分が市民の暮らしより開
　　発を優先するものであり、
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